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ーリケの詩集 Gedichte von Eduard Mörike für eine Singstimme und Klavier（以下、メ
ーリケ歌曲集）》（1888）である1。 














                                                   
1 MGG の「歌曲 Lied」の項目では、ヴォルフの作品について「全てひっくるめて約 300
曲の歌曲を残しているヴォルフにおいてこのジャンルは完全に創作の中心に位置してい
る。それらの中心部分（214 曲）は 5 つの大きな歌曲集に属している」とし、《メーリケ歌
曲集》をその一つに挙げている（Jost 1996：1297）。 
2 彼は、コッタ社より『詩集』の第 1 版を 1838 年、第 2 版を 1847 年、第 3 版を 1856 年
に出版している。この『詩集』は、版を重ねるごとに改訂が行われており、第 4 版が最終
































                                                   




詩集4 『詩集』第 4 版の配列 創作年5 歌曲集6 
57 「少年と蜜蜂 Der Knabe und Immlein」 1837 2 
6 「老婆の忠告 Rat einer Alten」 1833 41 
7 「出会い Begegnung」 1829 8 
8 「狩人 Der Jäger」 1828 40 
9 「狩人の歌 Jägerlied」 1837 4 
10 「夜明け前のひとときに Ein Stündlein wohl vor Tag」 1838 3 
11 「こうのとりの使い Storchenbotschaft」 1838 48 
158 「明け方に In der Frühe」 1828 24 
16 「春だ Er ist‘s」 1829 6 
17 「春に Im Frühling」 1828 13 
18 「少女の初めての恋歌 Erstes Liebeslied eines Mädchens」 1830 42 
19 「散歩 Fußreise」 1828 10 
21 「エオリアンハープに寄す An einer Aeolsharfe」 1837 11 
26 「問と答え Frage und Antwort」 1828 35 
27 「さようなら Lebe wohl」  36 
28 「郷愁 Heimweh」  37 
33 「飽くなき恋 Nimmersatte Liebe」 1828 9 
34 「庭師 Der Gärtner」 1837 17 
36 「風の歌 Lied vom Winde」 1828 38 
37 「捨てられた娘 Das verlassene Mägdlein」 1829 7 
38 「アグネス Agnes」 1831 14 
39 「妖精の歌 Elfenlied」 1831 16 
44 「炎の騎士 Der Feuerleiter」 1824 44 
47 「ムンメル湖の妖精 Die Geister am Mummelsee」 1830 47 
50 「ヴァイラの歌 Gesang Waylas」  46 
82 「恋人の歌 Lied eines Verliebten」 1837 43 
87 「隠遁 Verborgenheit」 1832 12 
                                                   
4 詩集は、メーリケの『詩集』第 4 版における順序。 






89 「受難週 Karwoche」 1832 26 
90 「そう思え、魂よ Denk O Seele」 1855 39 
919 「ペレグリーナⅠPeregrinaⅠ」 1824 33 
91 「ペレグリーナⅣPeregrinaⅣ」 1824 34 
92 「真夜中に Um Mitternacht」 1827 19 
94 「徒歩旅行にて Auf einer Wanderung」 1845 15 
95 「希望の傍らの回復者 Der Genesene an die Hoffnung」 1838 1 
124 「新年に Zum neuen Jahr」 1832 27 
127 「古画に寄す Auf altes Bild」 1837 23 
128 「眠れる幼子イエス Schlafendes Jesuskind」 1862 25 
12910 「クリスマス・ローズに寄すⅠAuf eine ChristblumeⅠ」 1841 20 
129 「クリスマス・ローズに寄すⅡAuf eine ChristblumeⅡ」 1841 21 
135 「恋人に An die Geliebte」11 1830 32 
136 「新しい愛 Neue Liebe」  30 
137 「眠りに寄す An den Schlaf」  29 
138 「ため息 Seufzer」 1832 22 
139 「慰めはどこに？Wo find ich Trost？」 1827 31 
140 「祈り Gebet」 1832 28 
144 「人魚ビンゼフース Nixe Binsefuß」12 1828, 
1837 
45 
190 「4 月の山黄蝶 Zitronenfalter im April」 1860 18 
204 「ことづて Auftrag」 1828 50 
205 「鼓手 Der Tambour」 1837 5 
211 「ある婚礼で Bei einer Trauung」  51 
216 「告白 Selbstgeständnis」 1837 52 
218 「いましめ Zur Warnung」 1836 49 




                                                   
9 『ペレグリーナ』は、連作詩のため一つの作品として詩集で扱われている。 
10 『クリスマス・ローズに寄す』は、詩集の中では１つの詩として扱われている。 
11 「恋人に」は、1830 年の『1830 年のソネット Sonetto um 1830』の中の第 4 番の詩。 





















































動と罪について歌った二つの詩「ため息 Seufzer」と「慰めはどこに？Wo find ich Trost?」










                                                   




























ス Liederkreis》op.24 が 9 曲で、様々な詩人の詩による《ミルテの花 Myrthen》op.25 が
26 曲で構成されている。しかし、ヴォルフの《メーリケ歌曲集》は、たった一人の詩人の
詩を取り上げているにも関わらず、53 曲で成る。また、ヴォルフは、この歌曲集を 1 冊の
                                                   






























                                                   
15 出版についても、本論文の第 1 章第 3 節において、ヴォルフの手紙から言及している。 
16 ユーエンスは、ヴォルフとカウフマンが 1890 年頃交流を持ち始めたことを指摘してい
る（Youens 2000：1）。 






にする方向の 2 つの側面によって始められた 
 ヴォルフの伝記的な研究において、まず重要な著作が、エルスト・デチャイ Ernst 
Decsey(1870－1941)の『フーゴ・ヴォルフ 生涯と歌曲 Hugo Wolf – Das Leben und das 
Lied』（1921）である。彼の伝記的な研究を通じて、ヴォルフの作曲の姿勢や当時の状況は、
初めからある程度明瞭になった。続けて、挙げられる著作としては、フランク・ウォーカー
















ヴォルフが 1881 年に作曲した《アイヒェンドルフの詩による 6 つの宗教的な歌曲 Sechs 
geistliche Lieder nach Gedichten von Eichendorff》に着目している点が挙げられる。この
作品は、ロマン主義の文豪の一人であるヨーゼフ・フォン・アイヒェンドルフ Joseph von 




















Egger（1923－）の Deklamationsrhythmik Hugo Wolfs in historischer Sicht（1963）を
挙げている。彼女は、この著作において、「拍節に基づく朗唱」と「意味上のアクセントを








 ピアノの役割という観点に対する考察としては、ハンス・エプシュタイン Hans 
Eppstein(1911－2008)による”Zum Problem von Hugo Wolfs Liedästhetik”(Archiv für 






















クリスティアン・トーラウ Christian Thorau が挙げられる。 
まず、取り上げるべき著作は、ユーエンスの Hugo Wolf and his Mörike Songs 
(Cambridge University Press 2000)である。この著作で中心的に考察されている作品は、
連作詩『ペレグリーナ Peregrina』への付曲、〈アグネス Agnes〉、〈ため息〉、〈慰めはどこ
に？〉、〈少女の初めての恋の歌 Erstes Liebeslied eines Mädchens〉、〈少年と蜜蜂 Der 
Knabe und das Immlein〉、〈夜明け前のひととき Ein Stündlein wohl vor Tag〉、〈庭師 Der 




                                                   


















 トーラウによる“In der Frühe »Mörikes Zeit« in Hugo Wolfs Musik“(Musik-Konzepte 
75, 1970 pp.83－101)においては、〈明け方に In der Frühe〉について、自然詩のように見
える詩に対して、モティーフからキリスト教的な意味合いを考察し、調性の象徴を通じてそ
れが音楽的に打ち出されていることを指摘している。 
 シ ュ マ ル ツ リ ー ト に よ る “Hugo Wolfs Vertonung von Mörikes Gedichte 



















































































































ある。この 2 つの歌曲集は、それぞれ異なる詩人による 6 つの歌曲で構成されており、ヴ
ォルフが歌曲創作を始めた 1878 年頃の作品から《メーリケ歌曲集》の創作の直前の作品ま
での多様な作品が収められている。したがって、ヴォルフの歌曲集の編纂方法と、詩の選択



















                                                   



































第 1 章 ヴォルフとメーリケの生涯とその作品 
 






 エドゥアルト・メーリケは、1804 年 9 月 8 日に南ドイツにあるシュトゥットガルト近郊
のルートヴィヒスブルクで、優秀な軍医であり、侯爵の侍医でもあったカール・フリードリ











ガング・フォン・ゲーテ Johann Wolfgang von Goethe（1749－1832） の戯曲『鉄手のゲ





                                                   
20 このメーリケの生涯に関しては、森孝明の『メーリケ詩集』（2000）と宮下健三の『メ
ーリケ研究 文学における多様性と調和とその成立過程』（1981）に基づく。 
















でモーツァルトの《後宮からの誘拐 Die Entführug aus dem Serail》（1781）、《ドン・ジョ
ヴァンニ Don Giovanni》（1787）、《ティートの仁慈 La clemenza di Tito》（1791）を観た
りするようになり、この作曲家への特別な想いは、『プラハへの旅路のモーツァルト Mozart 









 1824 年には、ヴァイプリンガーを通じて、ルートヴィヒ・バウアーLudwig Bauer（1803
－1846）が紹介される。ヴァイプリンガーを含めたこの 3 人は、しばしば集まり、精神的
に病んでいたフリードリヒ・ヘルダーリン Friedrich Hölderlin（1770－1843）を度々訪ね
















ほど休職した。1829 年 5 月に復職すると、プラッテンハルトに向かう。ここで、ルイーゼ・
ラウ Luise Rau と出会った。彼女との関係は、マリア・マイヤーとは対照的で、とても良
好であり、8 月 14 日に 2 人は婚約する。しかし、メーリケがなかなか牧師になれなかった




ィルヘルム・マイスターの修業時代 Wilhelm Meisters Lehrjahre』（1795－1796）を模範
とした自伝的発展小説と今日見なされている。 





                                                   



























 シュトゥットガルトでの生活は、活気もあり、彼は『詩集』第 3 版の編纂、及び長編小説
『シュトゥウトガルトのしわくちゃおやじ Das Stuttgarter Hutzelmännlein』や『プラハ
の旅路のモーツァルト』を創作している。また、詩人としての名声も高まり、1852 年には
テュービンゲン大学より名誉哲学博士号が贈られ、シラー協会より年金が受給される。その
後には、『メーリケの思い出 Meine Erinnerungen an Eduard Mörike』（1876）を著作した
シュトルムが訪ねてきたり、パウル・ハイゼ Paul Heyse（1830－1914）、フリードリヒ・
ヘッベル Fiedrich Hebbel（1813－1863）らとも交流を持ったりした。また、マルガレーテ
との間に、ファニーFanny とマリーMarie という 2 人の娘も授かった。 
 1866 年にカタリーナ女学院の職務を退職すると、翌 1867 年に全 226 編から成る『詩集』

































                                                   












































 フーゴ・ヴォルフは、1860 年 3 月 13 日に現在のスロヴェニア領にあるヴィンディッシ
ュグラーツ Windischgraz（現在は、スロヴェニィ・グラーツ Slovenj Gradec）にて、フィ




Sebastian Winxler が、ヴォルフに音楽教育を行った。 




























11 月 17 日のことである。彼は、ヴァーグナーとの出会いについて、11 月 23 日に両親に宛
てて以下のように述べている。 
 
「リヒャルト・ヴァーグナーは、11 月 5 日からウィーンに、詳しく言うとホテル・
インペリアルに宿泊しています。彼は、夫人とともに 7 つの部屋を借りているので


















た。1877 年 3 月から 10 月頃までヴォルフは一旦故郷に戻るが、11 月には再びウィーンに
滞在している。それは、ヴォルフの研究において特筆されている支援者を得たことによる。
最初の支援は、ゴルトシュミット家によるものである。特にモーリッツ・フォン・ゴルトシ
ュミット Moriz von Goldschmidt（1803－1888）の息子であり、ヴォルフの 12 歳年上の作

















ーリケ歌曲集》の作曲に没頭し始めた 1888 年 2 月 22 日の、ヴォルフの回想に見ることが
出来よう。「歌曲の中の私のローディは周知の通り、78 年に存在し得た。その時は、私はほ
ぼ毎日 1 つの、時として 2 つの良い曲を作曲した」(Spitzer 2010：258、執筆者訳)。 
彼にとってこの時期は、歌曲作曲家として実りのある年となった。しかし、「ヴァレリー」
との関係は、1881 年に終わり、その頃に書かれた作品が《アイヒェンドルフの詩による 6
                                                   
27 この『詩集』は、ゲッシェン社が出版した第 4 版の重刷である第 6 版である。 
27 
 




書がヴォルフにとって重要であった。また、ヘンリエッテ・ラング Henriette Lang とメラ
ニー・ケッヒェルト Melanie Köchert（1854－1906）の姉妹に出会ったことも、ヴォルフ
にとって重要であろう。特に、メラニーは、ヴォルフの良き理解者であり、支援者となった。
彼が 1884 年から 1887 年まで『ウィーン・サロン新聞 Wiener Salonblatt』にて音楽批評
を行うことが出来たのは、彼女とその家族の紹介による。 
さて、再びヴォルフが熱狂的に感動する作品と 1882 年に出会う。それが、ヴァーグナー
の《パルジファル Parsifal》（1882）である。このオペラは、1882 年 7 月 26 日にバイロイ
トで初演された「新作」であるが、ヴォルフは 1882 年 8 月 13 日にこの作品に触れ、この
8 月の上演の間に 2 回見ることが出来たようである。しかし、この上演の前に、ヴォルフは
すでに、《パルジファル》のピアノ・スコアを手に入れ、特に第 3 幕の始めが気に入ってい
たことを 7 月 28 日にヘンリエッテ宛の手紙で述べている。「私にとってこれは、絶えず心
を温かくします」（Spitzer 2010：151、執筆者訳）。この手紙には、ヴォルフによるピアノ
譜の写しが添えられ、さらに彼は、自分が作曲した場合の 1 小節の「間奏」を考案してい















ェンドルフによる詩集 Gedichte von Joseph von Eichendorff für eine Singstimme und 
Klavier》（1880、1886－1888）、51 曲から成る《声楽とピアノのためのヨハン・ヴォルフ
ガング・フォン・ゲーテによる詩集 Gedichte von Johann Wolfgang von Goethe für eine 
Singstimme und Klavier》（1888/89）を立て続けに作曲し、続けて 2 つの翻訳文学から成
る歌曲集、すなわち、10 曲の〈宗教的歌曲集 Geistliche Lieder〉と 34 曲の〈世俗歌曲集
Weltliche Lieder〉で構成されている《パウル・ハイゼとエマニュエル・ガイベルによるス
ペイン歌曲集 Spanisches Liederbuch nach Paul Heyse und Emanuel Geibel》（1889/90）
と 2 巻合わせて 46 曲から成る《パウル・ハイゼによるイタリア歌曲集 Italienisches 
Liederbuch nach Paul Heyse》（1890/91）を創作した。わずか 4 年の間に、彼の創作の大
半が創作されたのである。 
 この創作の後に彼が最も力を注いだ作品は、オペラ《お代官様 Der Corregidor》（1895/96）
であった。この 4 幕から成るオペラは、スペインの民話に基づいたペドロ・アントニオ・ア





ールでの初演は、1898 年 4 月 29 日のことであった。そして、晩年には精神疾患も見えた
ヴォルフは、《お代官様》の初演の 3 年後に亡くなった。 
 
1-2-2. 《メーリケ歌曲集》の成立 
 ヴォルフは、恐らく 1878 年頃、彼の支援者の一人であったアーダルベルトの提案によっ




 ヴォルフによるメーリケの詩への最初の作曲は、《ズースヒェンの小鳥 Suschens Vogel》
                                                   





（1880 年 12 月 24 日）である。その後、2 年おきに 1 曲作曲し、4 つの歌曲を 1886 年ま
でに作曲したが、そのうち単独で作曲した 2 曲は彼の生前には出版されていない。集中的
なメーリケの詩に対する作曲、すなわち《メーリケ歌曲集》の創作は、1888 年 2 月 16 日
に作曲した〈鼓手 Der Tambour〉から始まった。現在も特に男声の低音の歌手たちの重要





























メーリケの詩による歌曲は、ヴォルフは既に 43 曲作曲していたが、10 月 4 日から 10 月 8






とりわけ崇拝する詩ばかりである。〈眠りに寄す An den Schlaf〉、〈新しい愛 Neue 
Liebe〉（この二つは 10 月 4 日）、〈新年に Zum neuen Jahr〉（10 月 5 日）、〈眠れる
幼子イエス Schlafendes Jesuskind〉、〈慰めはどこに？Wo find ich Trost？〉（この 2













ソネットである〈愛しい人に An die Geliebte〉を作曲した。そして、11 月 26 日に〈クリ





















 ヴェッツラー社に対するヴォルフの要望は、3 点ある。第 1 に、《メーリケ歌曲集》を分
けて出版せずに、一つの版として出版すること、第 2 に、前口上（Vorrede）をつけること、





Musikwissenschaftlicher Verlag が出版している版においても守られている30。 
そもそも、メーリケによる『詩集』も、メーリケは、クンツら友人たちに相談し、配列は
慎重に検討された。『メーリケ詩集』の翻訳を行った森は、この『詩集』の配列について、 
































希望による小分けの版との両方が、1889 年 3 月《GEDICHTE von Eduard Mörike für eine 
Singstimme und Klavier componirt(1888) von HUGO WOLF》というタイトルで出版され
た。その後、この出版権はショット社 Schott Verlag に渡ったが、1895 年には、カール・



















































歌曲集》に含まれない 1888 年以前に作曲されたメーリケの詩に対する 4 つの歌曲、及びそ









第 1 節 生前出版されていないメーリケの詩に対する作曲 
 
 ここでは、まず、メーリケの詩に対する最初の作曲である《ズースヒェンの小鳥 Suschens 




2-1-1. 《ズースヒェンの小鳥 Suschens Vogel》 
 
Ich hatt ein Vöglein, ach wie fein! 
Kein schöners mag wohl nimmer sein: 
 
「Hätt auf der Brust ein Herzlein rot, 












Herzvogel mein, du Vogel schön, 
Nun sollt du mit zu Markte gehn!- 
 
Und als ich in das Städtlein kam, 
Er saß auf meiner Achsel zahm; 
 
Und als ich ging am Haus vorbei 
Des Knaben, dem ich brach die Treu, 
 
Der Knab just aus dem Fenster sah, 
Mit seinem Finger schnalzt er da: 
 
Wie horchet gleich meinVogel auf! 
Zum Knaben fliegt er husch! Hinauf; 
 
Der koset ihn so lieb und hold, 
Ich wußt nicht, was ich machen sollt, 
 
Und stund, im Herzen so erschreckt, 
Mit Händen mein Gesichte deckt‘, 
 
Und schlich davon und weinet sehr, 
Ich hört ihn rufen hinterher: 
 
Du falsche Maid, behüt dich Gott, 




























1837 年 8 月 4 日か 5 日に創作されたこの詩は、各節が 2 行から成り、11 節で構成され















年に懐く。少女は、その光景を見て、「心がドキッとし /顔を手で覆う im Herzen so 
erschreckt/Mit Händen mein Gesichte deckt‘」。恐らく、少女は、この時これまでの自身の
行動への自責の念か、少年を失ったことへの後悔の念を反射的に意識的、もしくは無意識的
に感じ、「大泣きする weinet sehr」。すると、少年は、少女の前にやってきて、「自分の心が






ヴォルフのこの詩への作曲は、1880 年 12 月 24 日に行われた。全体は、42 小節で、A-
B-A‘の三部形式で構成されている。前奏は置かれず、最初の A 部分である少女が小鳥と一
緒に市場へ向かう第 1 節から第 3 節までが、第 1 小節から第 14 小節まで、続く B 部分で
ある第 4 節から第 7 節の街で少年の家の前を通り、小鳥が飛び立つまでの様子が、第 15 小
節から第 23 小節まで描かれる。第 24 小節から、最初の音楽の変奏（A‘部分）によって最







る。歌唱声部は、アウフタクトで第 3 音の e 音から、和声構成音で下行する旋律で始まる




に現れることである。この部分は、後半のピアノの役割の伏線となる。第 7 小節で G-dur
へ転調した後、第 9 小節からの 2 小節は、a-moll、G-dur と短い転調を繰り返す。「私の心
の鳥、あなたは美しい Herzvogel mein, du Vogel schön」という小鳥への愛おしさを感嘆す
る部分は、前半の旋律とは対照的な短い朗唱風なフレーズによって描かれている。ピアノは、
このフレーズを強調するために属 7 和音を 2 分音符で鳴らす。「さぁ、市場に一緒に行こう
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とし/顔を手で覆う so erschreckt/Mit Händen mein Gesichte deckt」という言葉によって、
自分が無意識的に反応したことを自覚するのである。 
 
譜例 2-1-2 《ズースヒェンの小鳥》T.24－T.27 
 




 少年の行動により、衝動的な心の動きを感じた少女は第 33 小節で大泣きする。この部分
の音楽は、調性において g と a を主音とする調性の間を揺れ動くことで不安定になり、少
女の心理を描写する。しかし、この独特な不安定さは第 36 小節の不協和的な和音による短
い間奏によって即座に打ち消され、冒頭の旋律によって少年の言葉が歌われる。少女をなじ
る「君は悪い娘だ Du falsche Maid」にもアクセントが置かれ、少年の怒りは強調される。
しかし、少年も少女に対して衝動的に恋心を思い出しており、それを告白する。この告白に





















2-1-2. 《荒野の娘 Die Tochter der Heide》 
 
Wasch dich, mein Schweterchen, wasch dich! 
Zu Robins Hochzeit gehn wir heut: 
Er hat die stolze Ruth gefeit. 
Wir kommen ungebeten; 
Wir schmausen nicht, wir tanzen nicht 
Und nicht mit lachendem Gesicht 
Komm ich vor ihn zu treten. 
 
Strähl dich, mein Schwesterchen, strähl dich! 
Wir wollen ihm singen ein Rätsellied, 
Wir wollen ihm klingen ein böses Lied; 
Die Ohren sollen ihm gellen. 
Ich will ihr schenken einen Kranz 
Von Nesseln und von Dornen ganz: 
Damit fährt sie zur Hölle! 
 
Schick dich, mein Schwesterchen, schmück dich! 
Derweil sie alle sind am Schmaus, 
Soll rot in Flammen stehn das Haus, 
Die Gäste schreien und rennen. 
Zwei sollen sitzen unverwandt, 
Zwei hat ein Sprüchlein festgebannt; 




































Lustig, mein Schwesterchen, lustig! 
Das war ein alter Ammensang. 
Den falschen Rob vergaß ich lang. 
Er soll mich sehen lachen! 
Hab ich doch einen andern Schatz, 
Der mit mir tanzet auf dem Platz- 
























第 1 節では、まず、詩の主人公が自分の「妹 Schwesterchen」に「体を洗い wasch dich」
と指示することから始まる。その目的は、「ロビンの結婚式 Robins Hochzeit」に参列する
ことであり、「私たちは招かれていないのに行く wir kommen ungebeten」ことが明らかに
なっている。また、ロビンの相手の女性について、「プライドの高いルツ die stolze Ruth」
と述べており、詩の主人公にとって彼女は、知り合いの一人であることがほのめかされ、詩
                                                   








私はとうに忘れたわ den falschen Rob vergaß ich lang」と述べられている通り、ロビンも
同様の男性として描かれており、詩の主人公にとってこの結婚は裏切りであり、そのため激
しく嫉妬していることが推測される。 








「着飾りなさい schmück dich!」という妹への支度の指示から始まる第 3 節では、その宴
の建物自体を燃やし、呪いによって結婚する「2 人 Zwei」を縛り付け、「焼いて炭にしなく
ちゃ zu Kohle müssen sie brennen」と詩の主人公によって歌われる。詩の主人公の激しい
嫉妬は、いよいよ殺意にまで達している。しかし、第 4 節では、この一連の歌が、「古い子




詩の構成に目を移すと、各節は 7 行で、4 節で成る。脚韻は、第 2 行と第 3 行、第 4 行と
第 7 行、第 5 行と第 6 行が韻を踏むさまよい韻の形をとり、加えて妹への語りかけである
第 1 行も各節で脚韻を踏んでいる点で規則的である。一方、それぞれの行の韻律は 3 つか
4 つの詩脚を持つ Jambus を中心に描かれているが、不規則であり、ダクテュルスのリズム
が挟められている。韻律の変化と言葉との繋がりを見てみると、第 2 節の第 2 行、第 3 行





どい歌 böseLied」という歌が描かれている点で共通している。また、第 3 節の第 5 行と第
6 行は、詩の主人公の呪いの対象であるロビンとルツを指す「2 人 Zwei」が、頭韻を踏むこ
とで強調されている。 
 ヴォルフは、1884 年 6 月 11 日にリンバッハ Rinnbach でこの詩に作曲した。全体は 85
小節から成り、変奏有節歌曲の形式で付曲されている。前奏は、4 小節で、第 1 節は、第 5
小節から第 20 小節で成る。第 2 節は第 25 小節から第 40 小節、第 3 節は、第 45 小節から
第 60 小節、第 4 節は 65 小節から第 80 小節までで、前奏と同じ音楽による間奏が各節の始
まりに 4 小節間置かれている。後奏は 6 小節で構成されている。 
調性は E-dur である。ff で「荒々しく wild」という指示と共に 6/8 拍子で始まる前奏は、
嵐を思わせるような分散和音によるアルペジオ風の旋律で始まり、半音階的な和声進行や、
倚音の多用により不協和的な響きによって描かれている（譜例 2-1-4）。一方で、第 4 節の

















妹への命令で始まる歌唱声部は、第 5 小節から順次上行し 4 度下行する山なりの旋律で
始まる。命令の繰り返しは 5 度跳躍によって強められている。ピアノは前奏の音楽を繰り
返すが、第 5 小節の出だしの歌唱声部の音型は、第 6 小節のピアノの左手で短く模倣され
ている。続く第 2 行と第 3 行も山なりの旋律で描かれるが、第 2 行の「結婚式 Hochzeit」
が 3 度跳躍するのに対して、対応する第 3 行の「プライドの高い stolze」が 5 度跳躍に変
化することで、相手の女性であるルツに対する嫉妬心が際立たせられている。ピアノに視点
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第 14 小節から歌われる「ご馳走も食べず、踊りもせず wir schmausen nicht, wir tanzen 
nicht」の言葉は、3 度の順次進行による短い旋律の反復によって、朗唱的に作曲される。そ
して、この第 1 節の最も大きな感情の高まりは、「彼の前に行くの komm ich, vor ihn zu 
treten」において、gis’’へ跳躍する歌唱声部の旋律によってまず示される（譜例 2-1-6）。し
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この最後の行は、韻律上の問題においても興味深い。メーリケの詩では「私 ich」、「彼





頭に ich を置かず、タイでアウフタクトの「komm」と結びつけることで、「komm (vor) 
ihn (zu) treten 彼の前に出て行く」という彼女の行動そのものを強調し、その行為を印象
づけることに音楽的な重きを置いた。この点が、メーリケの詩の韻律とヴォルフの作曲と
の相違点である。 
変奏有節形式を用いることで、第 2 節は第 1 節と同じ音楽で始まる。ヴォルフは、第 4 行





moll‐fis-moll）、「それで地獄に落ちてしまえ Damit fährt sie zur Hölle!」で長調である D-
dur で歌われた後、この言葉のリフレインは、調号のない調性である C-dur で繰り返され
る。歌唱声部に着目すると、不吉な贈り物に関わる言葉である「贈る schenken」は倚音、
「イラクサ Nesseln」は増 3 度音程、「イバラ und von Dornen」は半音下行によってそれ
ぞれ印象付けられている。ピアノでは、さらに不協和的な響きと複付点のリズムによってこ
れらの言葉の背景にある詩の主人公の企みの不穏さを印象づけ、第 35 小節では、さらに第
34 小節で歌われた「冠 einen Kranz」のモティーフをアルト声部で反復している。 
第 3 節における特徴的な音楽は、第 5 行と第 6 行のヴォルフの作曲に見られる。Jambus
のリズムが支配的なこの詩において、強拍で始まり、頭韻を踏むことで印象付けられている
この行は、歌唱声部ではそれまでの動きのある旋律ではなく、h-moll の主和音の第 3 音の
同音反復によって描かれる（譜例 2-1-7）。また、ピアノは、空虚 8 度による下行するフレー
ズが、両手で同じ動きを奏でる。h-moll は、ベートーヴェンが「不吉な調性 schwarze 
Tonart33」と呼んだ調性であり、空虚 8 度もシューベルトの作品において多く見受けられる
手法である。メーリケの詩においてリフレインされることで強調されており、「焼いて炭に
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33 調性については、第 4 章において総括的に検討する。 
48 
 




























































                                                   
34 この歌曲集の編纂と出版に関しては、ヴォルフの作品目録におけるマルグレーテ・イェ













2-2-1. 〈朝露 Morgentau〉 
 
Der Frühhauch hat gefächlt 
Hinweg die Schwüle Nacht, 
Die Flur holdselig lächelt 
in ihrer Lenzespracht; 
Mild singt vom dunklen Baume 
Ein Vöglein in der Früh, 
Es singt noch halb im Traume  
Gar süsse Melodie. 
 
Die Rosenknospe hebet 
Empor ihr Köpfechen bang 
Denn wundersam durchbebet 
Hat sie der süsse Sang 
Und mehr und mehr enthüllet 
Sich ihrer Blätter Füll 
Und eine Träne quillet 
























ォルフは線でこの名前を消し、「古い詩集の一冊より aus einem alten Liederbuche」と書
き換えている35。 
 構成は、8 行による 2 節で成る。各行は、3 つの詩脚を持つ Jambus で、脚韻は、交差韻
の形をとっているが、印象的な響きが残る第 2 節の最後の言葉の「still」は、脚韻において
対応する第 6 行の「Füll」とは異なる母音となっている。 
 詩の内容は、第 1 節では麗しい春が訪れたある朝に、小鳥が「まだ夢の半ばで歌う／甘い
旋律を Es singt noch halb im Träume/ Gar süsse Melodie」という情景が描かれている。
そして、第 2 節では、沈んでいたバラがその歌声を聞き、頭を上げることでその美しさが
「あらわに enthüllet」なる。しかし、その「豊かさ Füll」とは対照的に朝露は「still 静か
に」流れ出ている。詩の最後で描かれるバラの朝露の描写は、「涙が流れ出る eine Träne 
quillet hervor」と表現している点から、バラが一人の女性であることを連想させる。バラ




た。全体は、詩の展開に応じて 4 行ずつで区切られ、それぞれの詩のまとまりは、8 小節で
作曲されている。最初の 3 つのまとまりは、ほとんど同じ音楽で描かれ有節形式となって
いるが、第 2 節の後半の 4 行のみが、異なる音楽で描かれている。 
 D-dur で始まるこの曲は、a 音から詩の韻律に沿ってアウフタクトで始まる。歌唱声部の
音域は、e 音の一オクターブの音域のみしか使われず、その動きの大半は a‘音から e‘‘音まで




16 分音符による伴奏的な形をとり、左手は最初の 4 小節では歌唱声部と 3 度関係の旋律で 
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進む。続く 4 小節からは、左手は 4 分音符による和音を鳴り響かせる。 
3 回繰り返される有節形式における音楽的なわずかな変化は、第 7 小節の「春の壮麗さ
ihrer Lenzespracht」という言葉に対して見られる。この部分では、対応する第 15 小節と
第 23 小節が D-dur に留まるのに対し、第 7 小節では、D-dur の属調である A-dur のドミ
ナントから、その 2 度調である Fis-dur に向かう和声的な流れが印象付けられている。この
転調による音色の変化は、「春の壮麗さ」に独特の色合いを加えている。 
 小鳥の甘い歌を聞いた「バラのつぼみ Rosenknospe」が、「その頭を上に持ち上げる Die 




zurückhaltend」という指示と共に、倚音である e‘‘音からのため息の音型と fis に向かう減
7 の和音で強く印象づけられている。この曲の終わりは、その涙の流れの静けさを示す「ひ















2-2-2. 〈小鳥 Das Vöglein〉 
 
Vöglein vom Zweig  
Gaukelt hernieder; 
Lustig sogleich 
Schwingt es sich wieder. 
 
Jetzt dir so nah, 
Jetzt sich versteckend; 
Abermals da, 
Scherzend und neckend. 
 
Tastest du zu, 
Bist du betrogen, 
Spottend im Nu 
Ist es entflogen 
 
Still! Bis zur Hand 
Wird’s dir noch hüpfen, 
Bist du gewandt, 
























Ist’s denn so schwer 
Das zu erwarten? 
Schau‘ um dich her: 
Blühender Garten! 
 
Ei, du verzagst? 
Laß es gewähren, 
Bis du’s erjagst, 
Kannst du’s entbehre. 
 
Wird es auch dann 
Wenig nur bringen, 

















 この詩は、フリードリヒ・ヘッベル Friedrich Hebbel（1813－1863）の 1857 年に出版





 詩は、7 節で構成され、各節は 4 行で成る。それぞれの行は、2 つの詩脚を持つ Daktylus
で書かれており、脚韻は、第 1 行と第 3 行（第 1 節以外）、第 2 行と第 4 行が韻を踏む交差
韻の形をとっている。 
 この詩は、近づいたと思ったらすぐに飛び立ってしまう小鳥の様子が、ユーモアを持って
描かれている。作曲の鍵となるのが、その小鳥の様子が描かれている第 1 節と第 2 節を経
ての第 3 節への解釈であろう。第 3 節は、「手探りで Tastest du zu」という言葉で始まる。
これまでの節で du が指すものは小鳥であるので、小鳥が手探りで何かを探していると捉え
ると、続く第 2 行では「君は騙されているが Bist du betrogen」という言葉は、小鳥の状態
を示している。しかし、第 3、4 行が「その瞬間あざ笑うように/飛び立っていく Spottend 
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im Nu /ist es entflogen」となっているので、一見すると騙されているのは詩の主人公でも
あるようにも捉えられる。この観点を持って詩全体を見てみると、小鳥とそれを見ている詩
の主人公との軽妙な駆け引きを描いているようにも見える。この駆け引きの要因となるも










 全体は、96 小節で成り、A-A‘-B-A‘‘-B‘で構成されている。前奏は 4 小節で構成され、最
初の A 部分となる第 1 節は第 5 小節から第 12 小節まで、4 小節の間奏を挟んで、第 2 節は
第 17 小節から第 24 小節までで、これが A‘部分と成る。再び 4 小節の間奏を挟み、第 3 節
と第 4 節が B 部分として第 29 小節から第 45 小節まで歌われる。第 13 小節からの 4 小節
と同じ音楽による間奏を挟み、第 5 節はＡ部分と極めて類似した音楽による A‘‘部分を構成
する。第 25 小節からの 4 小節と対応した間奏を挟んだ後、第 6，7 節による B‘‘部分が第 62
小節から第 77 小節まで歌われる。後奏は、19 小節という長い構成を持っており、まず第
25 小節からの 4 小節の音楽で始まり、続いて前奏と類似した 4 小節の音楽が 2 度繰り返さ
れ、短いコーダで終わる。 
 この曲は、詩の韻律に応じて 3/8 拍子で E-dur で始まる。前述した通りシューマンは、2
つのソプラノのための二重唱曲として作曲しているが、同じ拍子で近親調である D-dur で
作曲している点がヴォルフの作品と類似している。また、歌唱声部の旋律に目を向けると、
                                                   
36 シューマンは、《若者のための歌曲集 Lieder für Jugend》Op.79（1849）の中の第 16
曲目〈幸運 Das Glück〉という二重唱曲として、ヘルツォーゲンベルクは、《4 つの独唱の
ための 3 つの歌曲集 Drei Gesänge für 4 Solostimme》Op. 73-2（1891）の中の第 2 曲
〈小鳥 Das Vöglein〉という 4 重唱曲として作曲している。シューマンのタイトルが異な
る理由としては、ヘッベル自身が 1842 年に出版した詩集の初版においてこの詩のタイト








マンのこのやり方は、第 3 節の問題を、小鳥の声として描かれている第 2 ソプラノが「君
は騙されているが Bist du betrogen」と歌うことで、詩の主人公が騙されているとし、また、









シューマンによる〈小鳥 Das Vöglein〉T.1－T.4 
 
 Reprint with kind permission by Edition Peters Leipzig 
 
ヴォルフによる〈小鳥 Das Vöglein〉T.1－T.6 
 
© Copyright by Musikwissenschaftlicher Verlag, Wien. 
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過的な動きで構成されており、この音型が自由に変化することで、「騙されて bist du 
betrogen」みたり、詩の主人公を「あざ笑うように spottend」動いてみたりする小鳥の描










箇所が挙げられる。ドッペルドミナントの 7 の和音の中で主音である e 音で歌い、その後





譜例 2-2-4〈小鳥 Das Vöglein〉T.29－T.36 
 













2-2-3. 〈糸紡ぎ娘 Die Spinnerin〉 
 
O süße Mutter, 
Ich kann nicht spinnen 
Ich kann nicht sitzen 
Im Stübchen innen, 
Im engen Haus; 
Es stockt das Rädchen 
Es reißt das Fädchen, 
O süße Mutter, 
Ich muß hinaus. 
 
Der Frühling gucket 
Hell durch die Scheiben, 
wer kann nun sitzen, 
wer kann nun bleiben 
und fleißig sein? 
O laß mich gehen, 
Und laß mich sehen, 























O laß mich sehen, 
O laß mich lauschen 
Wo Lüftlein wehen, 
Wo Bächlein rauschen, 
Wo Blümlein blüh‘n. 
Laß sie mich sie pflücken 
Und schön mir schmücken 
Die braunen Locken 
Mit buntem Grün. 
 
Und kommen Knaben 
In wilden Haufen 
So will ich traben 
So will ich laufen 
Nicht stille steh‘n 
Will hinter Hecken 
Mich hier verstecken, 
Bis sie mit Lärmen 
Vorüber gehn 
 
Bringt aber Blumen 
Ein frommer Knabe 
Die ich zum Kranze 
Just nötig habe, 
Was soll ich tun? 
Darf ich wohl nickend, 
Ihm freundlich blickend,  
O süße Mutter, 









































ている。第一に、リュッケルトの詩では、第 1 節の第 4 行の「Stüblein」となっているが、





Dichtergrüße. Neuere deutsche Lyrik ausgewählt von Elise Polko』（1873）に掲載されて
いる詩を参照したためと指摘している。すなわち、ヴォルフが詩の言葉を意図的に変えたも
のではない。しかし、詩のタイトルは、詩集では「おぉ、優しい母よ O süße Mutter」とな
っているが、ヴォルフによって「糸紡ぎ娘 Die Spinnerin」とされている（Jestremski 2011：
134）。この変更は、詩の主人公である「少女」を前面に打ち出すためと捉えられる。 
 この詩は、5 節で形作られ、各節は 9 行で成る。各行は、2 つの強拍を持つ Jambus 調で、




から「少年 der Knabe」に移り始める。第 4 節では、彼女の想像の中で、思春期の少女が持
つ独特の男性への嫌悪と恐怖心がほのめかされるが、第 5 節では、「誠実な少年 ein frommer 
Knabe」とのめぐり逢いを夢見る。 
 この歌曲も 1878 年にウィーンで作曲されている。曲全体は、82 小節で、各 5 節に対し
て a-b-a‘-c-a‘‘の形をとっている。前奏なしで始まる第 1 節は、a の音楽によって第 1 小節か
ら第 11 小節である。4 小節の間奏を挟み、第 2 節による b 部分は第 16 小節から第 23 小節
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で、再び 4 小節の間奏を挟み、第 3 節による a‘部分が第 30 小節から第 40 小節までである。
異性への関心に移る第 4 節による c 部分は、3 小節の間奏の後、第 44 小節から第 53 小節
までで、その後 10 小節の間奏を挟む。第 5 節によって再び繰り返される a‘‘部分は、第 64
小節から第 73 小節までで、後奏は、9 小節で成る。 
 歌曲の構成をさらに考察すると、a-moll による a 部分が 3 度繰り返されているが、これ
は大きく、第 1 行から第 5 行までの音楽と、第 6 行から第 9 行までの音楽に分けられる（譜
例 2-2-5、2-2-6）。さらに後者の音楽は、b 部分と c 部分の第 6 行から第 9 行でも繰り返さ
れる。 
 
譜例 2-2-5〈糸紡ぎ娘 Die Spinnerin〉T.1－T.2（第 1 行） 
 
 © Copyright by Musikwissenschaftlicher Verlag, Wien. 
 
譜例 2-2-6〈糸紡ぎ娘 Die Spinnerin〉T.8－T.9（第 6 行） 
 
 © Copyright by Musikwissenschaftlicher Verlag, Wien. 
 





おいては、Jambus のリズムの中で、第 1 節と第 2 節では「Laß」の前に置かれた感嘆詞の













り、第 4 小節でようやく歌唱声部の 6 度下をなぞる。「私は糸をつむぐことが出来ない ich 
kann nicht spinnen」の旋律（第 2 小節）は、導音の gis 音と主音の a 音の間で揺らめく旋
律で成る。このモティーフは、続く「私は座っていることが出来ない Ich kann nicht sitzen」
で、長 2 度上でゼクエンツされることで、緊張感を持つ。また、この旋律は、異性への緊張
感を描いた c 部分を形作るモティーフとして使われる。 
 楽曲の中心となっているそれぞれの節の後に続く間奏も、また同一のモティーフの変奏
で構成されている。それまでの短調の響きとは対照的な長調の響きのこの間奏も、ff で「熱
く feurig」の指示と共にオクターブで下行する 3 連符による旋律と、反対に pp で「柔らか
く weich」の指示と共に h 音を中心に揺らめく単旋律で構成されている部分に分けられる。
少女の抑えきれない感情の高まりと、冷静に落ち着かせようとする内面の葛藤が印象付け
られる間奏は、それぞれの節における感情の高まりによってその長さが変化する。この点は、











効果がある (Fischer-Dieskau 2003：75、執筆者訳）。 
 
フィッシャー＝ディスカウのこの指摘は、さらにこの曲で印象的な言葉を話す間を考察し
ている。それは、第 8－9 小節の 16 分休符によって、少女が紡ぐことに集中できない印象
がまず示され、第 20－21 小節では、さらに「fleißig sein 熱心に働けようか」という言葉
が、付点四分音符で延ばされることで、少女の自らの願望を思案している様子が描かれてい

















2-2-4. 〈夏の子守唄 Wiegenlied im Sommer〉 
 
Vom Berg hinabgestiegen 
Ist nun des Tages Rest; 
Mein Kind liegt in der Wiegen, 
Die Vöglein all‘ im Nest; 
Nur ein ganz klein Singvögelein 
Ruft weit daher im Dämmerschein: 
„Gut‘ Nacht! Gut‘ Nacht! 
Lieb Kindlein, gute Nacht!“ 
 
Das Spielzeug ruht im Schreine, 
Die Kleider auf der Bank, 
Ein Mäuschen ganz alleine 
Er raschelt noch im Schrank, 
Und drauβen steht der Abendstern 
Und winkt dem Kind aus weiter Fern‘: 
„Gut‘ Nacht! Gut‘ Nacht! 
Lieb Kindlein, gute Nacht!“ 
 
Die Wiege geht im Gleise, 
Die Uhr pickt hin und her, 
Die Fliegen nur ganz leise 
Sie summen noch daher. 
Ihr Fliegen, laβt mein Kind in Ruh‘! 
Was summt ihr ihm so heimlich zu? 
„Gut‘ Nacht! Gut‘ Nacht! 

































Der Vogel und die Sterne,  
Und alle rings umher, 
Sie haben mein Kind schon gerne, 
Die Engel noch viel mehr. 
Sie decken’s mit den Flügeln zu  
Und singen leise: „Schlaf in Ruh! 
Gut‘ Nacht! Gut‘ Nacht! 










1882 年 12 月から 4 月まで、ヴォルフは、アイヒェンドルフの詩と共にロベルト・ライ
ニック Robert Reinick（1805－1852）の 8 つの詩に作曲している。そのうちの 2 つの子守
歌がこの歌曲集に含められ、残りの 6 つの歌曲は、《ロベルト・ライニックによる 6 つの歌
曲集 Sechs Lieder von Robert Reinick》として構想していたようである（Jestremski 2011：






曲しており、またヴォルフは、後年にさらに 4 つの詩に作曲している37。 
 この詩は、『ロベルト・ライニックによる詩集 Lieder von Robert Reinick』（1881）の「雰
囲気と姿 Stimmungen und Gestalten」という項目の「4 つの子守歌 Vier Wiegenlieder」
に収められている。4 節から成る詩で、上記には詩の原本の全体とその対訳を載せたが、ヴ
ォルフは第 2 節には作曲していない。各節は、8 行から成り、各行は 3 つの詩脚を基本とし
ているが、第 5 行と第 6 行は 4 つの詩脚を持っている。脚韻は最初の 4 行が交差韻、後半
の 4 行が対韻となっている。 
                                                   
37 ヴォルフは、1888 年に《職人の歌 Gesellenlied》、1889 年に《宴席の歌 Skolie》、1896
年に《朝の気分 Morgenstimmung》を作曲し、《ロベルト・ライニックによる 3 つの詩
Drei Gedichte von Robert Reinick》という歌曲集の構想があった。加えて、1890 年に





第 1 節は、「小鳥 Vöglein」、第 2 節では、「子ネズミ Mäuschen」と「宵の明星 Abendstern」、
第 3 節では、「時計 Uhr」と「ハエ Fliegen」である。そして、第 4 節ではこれらの目に見
えるものより、「天使 Engel」がより一層子供を愛して、子供に安らぎを与えていることを
詩の主人公は喜んでいる。 
 ヴォルフは、1882 年 12 月 17 日にウィーンでこの詩に作曲している。タイトルが示す通
り、子守歌として有節形式で作曲している。全体は 42 小節で、前奏は、短く 1 小節置かれ、
各節の最後には 4 小節の間奏、ないしは後奏が置かれている。第 2 節は、第 2 小節から第
17 小節まで歌われる第 1 節と繰り返しの記号によって同じ音楽で歌われ、第 23 小節から
第 38 小節まで歌われる第 3 節もわずかな変化はあるが、ほとんど同じ音楽である。 
 「ゆったりと、そして全体を通じて静かに Gämachlich und durchweg leise」という指示
と共に F-dur で、8 分音符で下行するピアノによってこの曲は始まる。ピアノの右手は、曲
全体を通じて動きを止めないが、その音は、ほとんどが和声的な構成音で成り、印象的な倚
音は、ピアノにおいて第 3 小節と第 6 小節、また、これに対応する第 24 小節と第 27 小節
の es 音のみである（譜例 2-2-8）。左手も、4 分音符による和声的な動きが中心で、とりわ
け最低音で 4 小節間繰り返し鳴り響く主音である F 音が安らぎを与える。歌唱声部は、第
2 小節のアウフタクトから属音である c’音から下行する旋律で始まり、オクターブ下の c ま
で下行した後、f ’音まで上行する大きな流れを見せている。音楽的な変化は、第 5 行と第 6
行への作曲である。ここでは、g-moll から Es-dur を経て B-dur で半終止する。短調から長
調に変化するこの色合いは、「薄明かり Dämmerschein」を繊細に描いている。そして、リ
フレインされる「おやすみ！おやすみ！愛する子よ、おやすみ！Gut‘ Nacht! Gut‘ Nacht! 
Lieb Kindlein, gute Nacht!」では、ピアノの左手の揺りかごを思わせるシンコペーション











譜例 2-2-8〈夏の子守唄 Wiegenlied im Sommer〉T.1－T.3 
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2-2-5. 〈冬の子守唄 Wiegenlied im Winter〉 
 
Schlaf ’ ein, mein süβes Kind, 
Da drauβen geht der Wind. 
Er pocht an’s Fenster und schaut hinein, 
Und hört er wo ein Kindlein schrei’n, 
Da schilt und summt und brummt er sehr, 
Holt gleich sein Bett voll Schnee daher, 
Und deckt es auf die Wiegen, 
Wenn’s Kind nicht still will liegen. 
 
Schlaf ’ ein, mein süβes Kind, 
Da drauβen geht der Wind, 
Er rüttelt an dem Tannenbaum, 
Da fliegt heraus ein schöner Traum 
Der fliegt durch Schnee und Nacht und Wind 
Geschwind, geschwind zum lieben Kind 
Und singt von Licht und Kränzen, 




















Schlaf ’ ein mein süβes Kind, 
Da drauβen blast der Wind, 
Doch ruft die Sonne: “Grüβ euch Gott!” 
Bläst er dem Kind die Backen rot, 
Und sagt der Frühling. “Guten Tag!” 
Bläst er die ganze Erde wach, 
Und was er still gelegen, 
Springt lustig allerwegen. 
Jetzt schlaf ’, mein süβes Kind, 












前曲と同じくこの詩も、ライニックの「4 つの子守歌 Vier Wiegenlieder」から取られて
いる。詩は、3 節で構成され、第 1 節と第 2 節は 8 行で、第 3 節は 10 行で成る。それぞれ
の節の最初の 2 行はリフレインであり、また第 3 節の最後の 2 行も「Schlaf ein」が「Jetzt 
schlaf」に変更されているが、他の部分は同一である。リフレインの 2 行と第 1 節と第 2 節
の終わりの 2 行、並びに第 3 節において、加えられているリフレインを含む最後の 4 行は、
3 つの詩脚を持つ Jambus 調である。その間に置かれている 4 行は、同じく Jambus の形




いうもので、第 1 節では、音を立てて子供を怖がらせに、第 2 節ではもみの木を揺らして
美しいクリスマスを運びに、第 3 節では春を運んでくるものとして描かれている。 
 ヴォルフは、前曲の 2 日後であり、クリスマス直前の 1882 年 12 月 20 日にウィーンで
作曲した。ヴォルフ自身も、父親から靴のプレゼントを送ってもらい、この日に御礼の手紙
を書いている。 
 この歌曲は、91 小節で成る変奏有節形式で作曲されている。4 小節間前奏が置かれ、第 5
小節のアウフタクトから第 24 小節が第 1 節、第 2 節は、再び 4 小節の間奏を挟み、第 29
小節のアウフタクトから第 48 小節である。第 3 節も 4 小節の間奏を経て、第 53 小節のア
ウフタクトから始まり、第 8 行までが第 72 小節まで歌われる。詩においてリフレインされ
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る最後の 2 行は、ヴォルフもコーダのような扱いをしており、4 小節の間奏を挟み第 77 小
節から第 88 小節まで歌われ、最後は 4 小節間ピアノの独奏となる。 
 6/8 拍子の緩やかな動きと共に、As-dur のこの曲は、その属音の es’音から主音の as’音へ
向かう短いフレーズで始まる（譜例 2-2-9）。このフレーズは、刺繍音によって美しく彩ら
れ、オクターブ上からもう一度反復した後、右手が属音 es 音から属和音の第 5 音の b 音へ
順次上行する一方で、左手は倚音である d 音から属音に向かって対照的に半音階下行する。
第 5 小節から「眠れ Schlaf ein」という言葉が c 音の周りを動く旋律で歌い始められる。子
供を寝かしつけようとするこの言葉は、ヴォルフにおいては珍しく 2 回歌われ、さらに第 1
行全体も 2 回歌われる。ピアノでは、2 度目に歌われる第 1 行が、Es-dur へ転調しながら
主音の es 音に向かって順次上行し、その後に第 2 行は再び平行調の c-moll の属音に向かっ
て下行し、半終止する。 
 
譜例 2-2-9〈冬の子守唄 Wiegenlied im Winter〉T.1－T.4 
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前奏から続くこの曲の旋律の優雅さは、ヴォルフの他の作品とは異なる印象を与える。恐
らくこの曲において、重要な旋律は、第 5 小節からピアノの右手に現れている動きと第 13
小節から右手と左手に交互に現れる 16 分音符の半音の動きであろう（譜例 2-2-10）。前者








る。エリック・サムズは、As-dur と fes 音の組み合わせから、同じく眠りをモティーフに
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38 エリック・サムズは「持続するフラットの 6 度（As-dur における Fes 音）は、ここで
は経過的な和声として使われている。別の歌曲、眠りを呼び起こす、メーリケの〈眠りに




2-2-6. 〈ネズミ捕りのおまじない Mausfallen-Sprüchlein〉 
 
Klein Gäste, kleines Haus. 
Liebe Mäusin, oder Maus, 
Stell dich nur kecklich ein 
Heut nacht bei Mondenschein! 
Mach aber die Tür fein hinter dir zu,  
Hörst du? 
Dabei hüte dein Schwänzchen! 
Nach Tische singen wir 
Nach Tische springen wir 
Und machen ein Tänzchen: 
Witt witt! 














 この詩は、メーリケが 1832 年に創作したものである。1 節から成る自由韻律の詩で、前
半は 3 つないし 4 つの詩脚を持つ Trochäus 調が支配的である。8 行目からの 3 行は 2 つな
いし 3 つの Jambus 調に代わるが、「witt witt!」の呪文の後は、再び Trochäus 調となる。
脚韻は最初の 6 行が対韻、続く 4 行が抱擁韻、最後の 2 行が再び対韻となっている。詩の
内容は、ネズミ捕りをしかけた詩の主人公が、ネズミに対して気を付けるように歌うユーモ
アにあふれた詩である。 
 ヴォルフは、この詩に 1882 年 6 月 18 日にマイヤーリング Mayerling で作曲した。この
歌曲は、作曲された当時から好んで演奏されたものである。自由韻律で書かれた詩に、ヴォ
ルフは通作的に作曲して、音楽的なドラマのためにリフレインを多く使っている。また、第
3 行の「stell」と第 4 行の「heut」には、ヴォルフは語尾に e を加えているが、これは作曲
の都合上として見ることが出来る。 
 ピアノの右手においてネズミを描写しているかのような、F-dur の属音である c 音の連打
から経過音による装飾音を経て d 音に上行し、さらに g 音へ跳躍する旋律で始まるこの曲
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さらに印象的な音型は、4 行目の「月明り Mondenschein」という言葉に対して、a-moll
に転調した中で属音である e 音の周りを揺らめく作曲である（譜例 2-2-12）。この言葉をヴ
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続く「でも、君の後ろの扉は閉めてね Mach aber die Tür fein hinter dir zu」は、d 音の
同音反復によってレチタティー ヴォ的に歌われる。第 16 小節のアウフタクトからヴォル
フの解釈によって曲全体を通じて繰り返される「聞いている Hörst du?」の言葉は、5 度下
行の音型で 2 度歌われる。この音型もピアノで先取りされている。第 18 小節では、A-dur
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へ転調し、朗唱的に歌われる「君の尻尾ちゃんも注意してね Dabei hüte dein Schwänzchen!」
が属音の e 音で区切られた後、再び「聞いている Hörst du?」が E-dur で e‘‘音から属音の
h‘音へ 4 度下行する音型で 2 度歌われる。続けて、同じ音型で「尻尾ちゃん dein 
Schwänzchen!」もユーモアたっぷりに短く歌われる。ピアノでは、冒頭のネズミの動きの
ような音型が不規則に挟められ、詩の主人公とネズミの駆け引きが描かれている。 
第 23 小節と第 24 小節は、ピアノの短い間奏となるが、 右手は一気に g‘‘‘音まで跳躍し、
オクターブ下まで順次下行する。続く 25 小節からの 4 小節間はピアノの右手は 2 オクター
ブ以上の音域を上行していく一方で、歌唱声部は勝ち誇ったように F-dur で 7 度跳躍を含
むカンタービレな旋律で第 8 行からの 3 行を歌う。第 9 行のおまじないの言葉であろう「ヴ












 《女声のための 6 つの歌曲》を個々の歌曲ごとに考察してきたが、それぞれの歌曲は、前
半の 3 曲が 1878 年頃のメーリケの最初の重要な創作期に書かれ、後半の 3 曲が 1882 年に
作曲された。異なる時期に作曲されているため、ヴォルフがそれぞれ独立的に作曲している








第 3 節 《シェッフェル、メーリケ、ゲーテ、そしてユスティヌス・ケルナーによる 
6 つの詩 Sechs Gedichte von Scheffel, Mörike, Goethe und Justinus Kener》 
 
 《メーリケ歌曲集》より以前に出版されたもう一つの歌曲集であるこの《6 つの詩》は、
























                                                   
39 この項目もイェストレムキの記述に依拠する（Jestremski 2011：171）。 
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2-3-1. 〈ヴァルトブルクの見張りの歌 Wächterlied auf der Wartburg〉 
（1200 年の新年の夜の歌 Neujahrsnacht des Jahres 1200） 
 
Schwingt euch auf, Posaunen-Chöre, 
Daß in sternenklarer Nacht, 
Gott der Herr ein Loblied höre, 
Von der Thürme hoher Wacht; 
Seine Hand führt die Planeten 
Sichern Laufs durch Raum und Zeit 
Führt die Seele nach den Fehden 
Dieser Welt zur Ewigkeit. 
 
Ein Jahrhundert will zerrinnen 
Und ein neues hebt sich an, 
Wohl dem, der mit reinen Sinnen 
Stetig wandelt seine Bahn! 
Klirrt sie auch in Stahl und Eisen, 
Gold’ne Zeit folgt der von Erz, 
Und zum Heil, das ihm verheißen, 
Dringt mit Kampf ein männlich‘ Herz. 
 
Rüstig mög drum jeder schaffen, 
Was sich ziemt nach Recht und Fug, 
In der Kutte, in den Waffen, 
In der Werkstatt wie am Pflug: 
Dazu, Herr, den Segen spende 
Deiner Burg, dem Berg, der Au‘... 
Netz‘ an des Jahrhunderts Wende 






























この詩は、ヨーゼフ・ヴィクトール・フォン・シェッフェル Joseph Victor von Scheffel
（1826－1886）の作品で、『アヴァンチュール夫人／ヨーゼフ・ヴィクトール・シェッフェ
ルによるハインリヒ・フォン・オフターディンゲンの時代による詩集 Frau Aventiure. 
Lieder aus Heinrich von Ofterdingen’s Zeit von Joseph Victor Scheffel』の最初の詩のグ
ループである「ヴァルトブルクの詩集 Wartburglieder」の中に「見張りの歌（1200 年の新













 この詩は 3 節で構成され、各節は 8 行で成る。各行は、4 つの詩脚を持つ Trochäus で、
脚韻は、交差韻の形を取っている。第 1 節では、新しい世紀を祝うラッパの響きが見張りの
塔から鳴り響く。このラッパの響きは、「主なる神 Gott der Herr」に対する「賛歌 ein Loblied」
であり、神の導きの偉大さを歌う。第 2 節で、新しい世紀においても「純粋な思案によって
/その道を絶えず変化させる mit reinen Sinnen/ Stetig wandelt seine Bahn!」ことを望み、
その目的が、「約束された平安のため zum Heil, das ihm verheißen」の「戦い Kampf」で
あることが示される。この戦いは、第 3 節で、中世の十字軍のような戦いのみではなく、そ
れぞれの「権利と権限にふさわしい sich ziemt nach Recht und Fug」人生における「戦い」
                                                   
40 ヴァーグナーは、ベヒシュタインの『テューリンゲン地方の伝説集』に描かれたタンホ
イザーに魅了され、ティークやハイネなどのロマン主義の文豪の同じ主題の作品に基づき
《タンホイザーとヴァルトブルクの歌合戦 Tannhäuser und der Sängerkrieg auf 
















るこの曲では、第 1 節が第 1 小節から第 17 小節まで歌われる。最初の歌唱声部の旋律によ
って構成されている 4 小節の間奏を挟み、第 2 節は第 22 小節から第 37 小節までで、その
後、13 小節という長く構成されたピアノによる間奏が置かれる。第 3 節は第 51 小節から
第 68 小節までで、後奏が 7 小節で成る。 
 この歌曲集の最初の 3 曲はバリトンのために書かれたため、歌唱声部には、ヘ音記号が
用いられている。前奏が置かれずに歌唱声部から始まるこの曲は、「祝典的にゆったりと
Feierlich und gemessen」の指示と共に、Es-dur で主音へ向かうファンファーレ的な旋律
で始まる（譜例 2-3-1）。Es-dur は、フラットを 3 つ使うことから、三位一体の調性として
教会音楽においてしばしば現れる調性である41。この観点は、キリスト教的な祈りを歌うこ
の歌曲の題材と一致する。ピアノは、3 拍目から「ラッパの合奏 Posaunen-Chöre,」を連想
させる重厚な和音による動きのみに留まり、第 8 小節では、歌唱声部において第 1 節の第
4 行の「高い見張りの hoher Wacht」が es 音で延ばされている間、和音の動きの下でトレ
モロが鳴り響き、「主なる神 Gott der Herr」に対する「賛歌 Loblied」としての荘厳さが増 
                                                   
41 例えば、ベートーヴェンの友人で、リンツで教会音楽のカペルマイスターであったフラ
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し加えられる。 
続く第 1 節の後半の 4 行は、第 10 小節から同主短調の es-moll に転調し、前半とは対照
的に pp で主音である es 音へ順次上行していく旋律で内向的に描かれる。第 13 小節の「空
間と時間 Raum und Zeit」という言葉で c-moll で半終止した後、「魂を戦いに導け Führt 
die Seele nach den Fehden」という神への祈りが、さらに Des-dur か c-moll への半音階的
な転調の動きの中で、第 5 小節の「主なる神よ、賛歌を聞け Gott der Herr ein Loblied höre」
と同じ旋律で歌われる（譜例 2-3-2）。そして、神の絶対的な力強さを示すかのように、「永 
遠 Ewigkeit」では c-moll からのピカルディ終止によって C-dur の主和音が鳴り響き、続け
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して、鍵となるこの言葉は、E-dur から半音下行し、この歌曲の主調である Es-dur で語
られることで、「純粋な思案 reinen Sinnen」が神によって導かれることを望んでいること
が転調による調性の象徴を通じて描かれている（譜例 2-3-3）。続く「その道を変化させよ
wandelt seine Bahn!」は、さらに半音階的に転調し、Ges-dur の響きの中で付点のリズム
によって力強く描かれた順次上行する旋律で歌われる。この旋律は、第 29 小節で、すぐ
にピアノで繰り返される。第 2 節の後半も、読み替えによって Des-dur へ進行するが、こ
こで重要な点は、「鋼と石で音を立て Klirrt sie auch in Stahl und Eisen」の音型である
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 第 3 節の第 1 行と第 2 行では、さらに第 1 節の前半の旋律に類似した音楽と、ピアノの
左手の「その道を変化させよ」で印象付けられた付点のリズムによって新しい世紀を「活発
に rüstig」進もうとする様が描かれる。この音楽は、第 3 行と第 4 行の言葉で、3 度上で繰
り返される。一方、「内面的に innnig」の指示によって対照的に歌われる第 3 節の後半は、
第 5 行の「加えて、主よ、祝福を与えよ Dazu, Herr, den Segen spende」に作曲された旋
律を E-dur に向かって転調しながら繰り返すことで構成される。しかし、第 63 小節で E-














2-3-2. 〈戴冠式の王 Der König bei der Krönung〉 
 
Dir angetrauet am Altare, 
O Vaterland, wie bin ich dein! 
Laß für das Rechte mich und Wahre 















Geuß auf mein Haupt, Herr, deine Schale, 
Ein köstlich Öl des Friedens, aus, 
Daß ich wie eine Sonne strahle  






 この詩は、メーリケが 1837 年に創作したもので、2 節で構成され、各節は 4 行で成る。
それぞれの行の韻律は 4 つの詩脚を持つ Jambus で、脚韻は交差韻である。 
戴冠式を迎える前の王の決意を歌ったこの詩は、印象的な「君と結婚する dir angetrauet」
という言葉で始まる。その「dir」が指すものは、第 2 行で「祖国 Vaterland」と明記されて
いる。そして、祖国の「正義と真実 Recht und Wahre」のために神に仕えるものとして「司
祭 Priester」、もしくは「生贄 Opfer」となる覚悟が第 1 節で歌われる。第 2 節は、王とな
ることへの期待が見える。彼は、「平和の貴い油 Ein köstlich Öl des Friedens」が「注がれ
る ausgeuß」ことを望み、その油によって「祖国と私の家 Dem Vaterland und meinem 






 メーリケのこの宗教的な詩に対して、ヴォルフは 1886 年 3 月 13 日にウィーンで作曲し
た。全体は、22 小節から成り、2 小節の前奏の後、第 1 節が第 3 小節から第 10 小節まで、
第 2 節が第 11 小節から第 19 小節までで構成されている。第 19 小節で歌唱声部が最後の E
音を延ばしている下で始まる後奏は、4 小節で成る。 
 E-dur の主和音が 4 拍延ばされることで調性の響きが強調されることから始まるこの曲
は、その和音進行の中で、最上声部は、属音の h 音から e 音に向かう。第 3 小節で、ピア
ノの右手が e 音に達し、再び E-dur の主和音を響かせるところで、歌唱声部は主音の e 音
から属音 h 音に向かってなだらかに上行する。歌唱声部は第 4 小節で h 音に達すると、前
奏のモティーフに類似した旋律で主音の e‘音へさらに順次上行していく（譜例 2-3-5）。 
この曲の特徴は、特に第 2 節への作曲に見られる。まず、第 11 小節では E-dur から半音
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G-dur の属音 d‘音に向かって順次上行する旋律で歌われ、「主よ Herr」は同じ音で第 4 拍
からタイによって延ばされることで強調されている。そして、この旋律は、１小節遅れてピ
アノにおいて半音低い gis‘音から反復される。さらに、第 15 小節においても「私が、太陽
のように輝かせるように Daß ich wie eine Sonne strahle」の言葉で半音高い ais 音から繰
り返されている。旋律が最初に提示された第 11 小節では、4 度の順次進行に留まったのに
対し、第 15 小節の繰り返しは、和音の読み替えにより主調 E-dur の属調の H-dur から、
「太陽 Sonne」の言葉でEs-durの主和音へと進行し、さらに第 4行の「祖国 dem Vaterland」


























Kampfmüd‘ und sonn‘verbrannt, 
Fern an der Heiden Strand, 
Waldgrünes Thüringland, 
Denk ich an dich. 
Mildklarer Sternenschein, 
Du sollst mir Bote sein, 
Geh, grüß die Heimat mein, 
Weit über Meer! 
 
Feinden von allerwärts, 
Trotzt meiner Waffen Erz; 
Wider der Sehnsucht Schmerz 
Schirmt mich kein Schild. 
Doch wie das Herz auch klagt, 
Ausharr‘ ich unverzagt: 
Wer Gottes Fahrt gewagt, 




















Drüben am Belusbach 
Ist schon die Vorhut wach; 
Heut noch klingt Speereskrach 
Durch Kisons Flur. 
Horch, wie die Hähne krähn! 
Heut bleibt das Frühmal stehn, 
Heut, werter Sarazen, 











の詩には、さらに「1190 年、アッコン42の陣営 im Lager von Akkon 1190」という副題が






詩は 3 節で成り、各節は 8 行で構成されている。ヴォルフは第 3 節を作曲していない。
韻律は、2 つの詩脚を持つ Daktylus で、脚韻は、第 1 行から第 3 行が韻を踏んでいる。さ
らに、第 1－2 節では第 5 行から第 7 行も韻を踏んでいる。 
この詩におけるビーテロルフは、第 1 節を見てみると、既に「戦いに疲れ Kampfmüd」
ており、故郷である「森の緑に満ちたテューリンゲンの大地 Waldgrünes Thüringland」を
「思う denk」ことで詩は始まる。そして、「海を越えた遠く Weit über Meer!」にある「故
郷 Heimat」への思いをビーテロルフは、「穏やかに輝く星の光 Mildklarer Sternenschein」
に託す。 
第 2 節からは、ビーテロルフの葛藤が描かれている。彼の葛藤は、「憧れの痛み der 
Sehnsucht Schmerz」に対するものであり、それは戦いの中で彼を守ってくれる「青銅の武
器 Waffen Erz」も「守る Schirmt」ことは出来ない。この「憧れの痛み」における「憧れ」








詩の主人公は、第 5 行で「神の待降に賭けるもの Wer Gottes Fahrt gewagt」とキリスト
教徒であることを明確にし、この「憧れの痛み」を耐えることを決意する。ここでの「神の







セン人 werter Sarazen43」であることが示され、「私たちは叩きのめす Hau’n wir uns statt!」
とビーテロルフは雄々しく宣言する。 
 ヴォルフが、この詩に作曲したのは、1886 年 12 月 26 日である。歌曲の構成は、全体が
44 小節で成り、6 小節の前奏の後、第 1 節が第 7 小節から第 22 小節までである。第 2 節
は、2 小節の間奏の後に、第 25 小節から第 40 小節まで歌われ、最後に 4 小節の後奏が置
かれている。 
 この曲の 6 小節の前奏は、極めて独特な響きによって成る。2/3 拍子のアウフタクトで
「かなり保持して Ziemlich gehalten」と f の指示によって長く強く響かされる最初の和音
は、この曲の主調である F-dur/f-moll のドミナントの四六の和音であるが、同時に主音で
ある f 音も倚音として鳴り響く。第 1 小節の第 2 拍でアウフタクトからタイによって延ば




この音型は、第 1 小節の第 3 拍から繰り返され、さらに第 2 小節の第 3 拍では ges-b-des 










異名同音の観点で見ると、三全音の関係にある。この和音は、3 回 f とアクセントによって
力強く響かされた後、ディミヌエンドしながら 4 度目が鳴る。第 5 小節において、pp で続
けられる和音は、f-moll のⅢの 7 の和音であるが、第 5 音が半音上行した e 音となること





 第 1 節が歌われる第 7 小節では、まずオクターブでアルトとテノール声部に des から b
音へ半音階下行する旋律が現れる。続いて印象的な響きとしては、第 10 小節の「異邦人
Heiden」という言葉で ges 音が前の小節の最後の音の g 音から f 音へ向かう半音階下行の
経過の中で、強拍に置かれることで倚音として強調されている。そして、この ges 音はアル
トの c 音と減 5 度(三全音)の関係にあり、故郷から遠く離れた異郷に対する不穏さがこの響
きを通じて印象付けられる。一方続く「森の緑に満ちたテューリンゲンの大地」は、歌唱声
部だけを見ると f-mollからF-durへの同主音の長調への交代によって明るく描かれている。
その下で、ピアノでは第 11 小節で f-moll の 6 度の和音の上で、右手には f-moll/F-dur の属
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 f-moll の重々しい雰囲気で歌われた第 1 節の前半の 4 行とは対照的に、後半の 4 行は F-
dur の響きの中で故郷への想いを「穏やかに輝く星の光」に託すビーテロルフの心境が描か
れている。第 15 小節で歌われるこの「穏やかに輝く星の光」は、ピアノにおいて、「柔らか
く zart」の指示と共に長調の響きや 3 度関係の重音による柔らかな響きと共に、c 音から f
音に向かって 3 度ずつ下行する音型で表現される。これは、第 17 小節では、第 15 小節の
歌唱声部のその言葉を歌った旋律の反復と同時に奏でられ、第 19 小節においても類似した
音型で変奏されることで印象づけられる（譜例 2-3-9）。しかし、この穏やかな雰囲気は、故
郷への距離を示す言葉の「海を越えた遠くへ weit über Meer」が des 音で歌われることで
打ち消され、f-moll の響きと共に第 1 節の重々しさが回帰する。第 23 小節からの 2 小節の
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戦いへの雄々しい決意を歌う第 2 節は、歌唱声部の旋律においても第 25 小節や第 33 小節
で 4 度跳躍が使われることで力強い旋律となっている。それとは対照的に、この詩の重要
な言葉である「憧れの痛み」は、歌唱声部とピアノの右手の旋律において、半音階下行によ
ってユニゾンで表現されている。後奏は、再びこの曲の主調である F-dur の中で、p から f










2-3-4. 〈心にとめること Beherzigung〉  
 
Feiger Gedanken  
Bängliches Schwanken, 
Weibisches Zagen,  
Ängstliches Klagen 
Wendet kein Elend, 
Macht dich nicht frei 
 
Allen Gewalten 
Zum Trutz sich erhalten, 
nimmer sich beugen, 
kräftig sich zeigen, 
rufet die Arme 



















グの象徴となる小説『若きヴェルテルの悩み Die Leiden des jungen Werthers』（1774）を
発表し、成功を収めていた他、詩作の面でも『プロメテウス Prometheus』や『ガニュメー




詩は、2 節で構成され、各節は 6 行で成る。各行は、2 つの詩脚を持つ Daktylus で、脚
韻は第 1 行と第 2 行、第 3 行と第 4 行が韻を踏む対韻の形を取っている。詩の内容は、第
1 節では、人が様々な場面で感じる不安さなどは、結局「悲惨さ Elend」が向きを変えず、
その結果「自由 frei」を得るものではないと歌われる。第 2 節ではそうした思いを捨てて
「全ての力 Allen Gewalten」を「反抗 Zum Trutz」に向けることで、幸運としての「神々
の腕 die Arme der Götter」を引き寄せようという教訓的なものである。簡潔な詩だが、脚
韻が厳密に一致しているという美しさを持っているのに加え、第 2 節の第 2 行と第 6 行の
頭に加えられた弱拍が、詩全体に躍動感を与えている。 
ヴォルフは、この詩をゲーテ詩集の全集版で見つけ、1887 年 3 月 1 日に作曲した。ヴォ
ルフより前のこの詩に対する作品としては、フリードリヒ・ライヒャルト Friedrich 
Reichardt（1752－814）の歌曲が挙げられる。曲全体は、36 小節で構成され、2 小節の前
奏の後、第 1 節が、第 3 小節から第 11 小節までである。第 2 節は、第 14 小節から第 28 小
節までだが、韻律の均整さに対して第 2 節のほうが第 1 節より長いのは、第 5 行と第 6 行
を 3 度繰り返すことによる。後奏は、8 小節で成る。 
前奏は、右手が g-moll のⅥの和音からため息の音型によって半音階的に下行し、それに
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この第 3 小節と第 4 小節のまとまりは、第 5 小節と第 6 小節で全音高く繰り返される。
第 7 小節で歌われる「悲惨さが向きを変えないのなら wendet kein Elend」は、これまでの
ゆらめくような旋律とは対照的に、f で E-dur で属音の h 音から主音の E 音に向かって順
次上行する旋律で歌われる。ピアノは、右手が a 音からオクターブ上の a 音に向かって跳
躍する一方で、左手は半音階的に下行する。続く第 8 小節は、半音階下行により、C-dur へ
転調し、第 7 小節の右手に現れた音型と類似した旋律を左手が奏で、対照的に右手は下行
する。 
前半部分のさらなる印象的な音楽としては、「君を自由にしない Macht dich nicht frei」
を歌う第 9 小節が挙げられる。ここでは、まず調性において C-dur から三全音の関係にあ
る Fis-dur へ転調し、さらにリズムにおいても Daktylus となる。このリズムは、シューベ
ルトにおいては死を暗示するものとして扱われているが（浅野 2008：124）、ここでも調の
移り変わりと共に不穏な印象を与える（譜例 2-3-11）。この音型は、第 11 小節で 3 度低い
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第 13 小節から始まる後半部分は、同主音の長調の G-dur に転調する。調性の扱いを見て




第 13 小節でピアノにおいてまず提示され、その後第 14 小節の歌唱声部に引き継がれる。
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前半と比較して、シンプルな構造の後半であるが、調性の象徴を使った進行が、ヴォル
フによって 3 度繰り返される「神々の腕を呼び寄せる rufet die Arme der Götter............ 
herbei!」の転調でみることが出来る。それは、まず第 20 小節のアウフタクトでは、この
部分は、後半において G-A-H と転調してきた流れから、H-dur の下属調である E-dur で
始められ、Fis-dur を経て、2 回目で和音の読み替えから Es-dur へ転調し、3 回目で G-










2-3-5. 〈さすらい人の夜の歌 Wanderers Nachtlied〉 
 
Der du von dem Himmel bist 
Alles Leid und Schmerzen stillest, 
Den, der doppelt elend ist, 
Doppelt mit Erquickung füllest, 
Ach! Ich bin des Treibens müde! 
Was soll all der Schmerz und Lust? 
Süßer Friede, 










ゲーテの詩作においても最も有名な作品の一つであるこの詩は、1776 年 2 月 16 日にヴ
ァイマールの近くのエッタースベルクで創作された(赤井 1995：92)。 
詩の構成は、8 行である。韻律について、赤井は、マドリガルを基礎においた 3 つの詩脚
を持つ Anapäst と Jambus で、第 7 行のみ 2 つの詩脚を持つ Trochäus と考察している
が、第 7 行を除いて詩脚の数が整っている点、Jambus の要素が薄い点から、4 つの詩脚を
持つ Trochäus としても見ることが出来る。いずれにしても第 6 行の呼びかけのみが、2 つ
の詩脚によって強調されている。脚韻は、交差韻の形を取っている。 
 「天にいます主が Der du von dem Himmel bist」という呼びかけによる祈りとして始ま
るこの詩は、最初の 4 行で、「全ての苦悩と痛みを静め Alles Leid und Schmerzen stillest」
ることで、詩の主人公を「元気づける Erquickung füllest」ことを神に願う。しかし、後半
の 4 行では、「何が全ての痛みと喜びとなるのか？Was soll all der Schmerz und Lust?」と
いう問いかけを持つことで、宗教的な祈りから離れ「甘い安らぎよ Süßer Friede」を求め
る私的な願望が歌われる。 
 シューベルトの付曲においても有名なこの詩に、ヴォルフは 1887 年 1 月 30 日に作曲し
た。ゲーテの詩に対する 2 番目の作品である。歌曲全体は 32 小節で成る。4 小節で構成さ
れている前奏は、この曲の中心的な旋律を最初に提示する（譜例 2-3-13）。それは、「非常に
ゆっくりと穏やかに Sehr langsam und ruhig」の指示と共に、シューベルトの作品と同じ
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この旋律は第 3 小節から属調の Ces-dur で変奏される。この Ces-dur への転調は、後半
に見られる異名同音の調性の H-dur への転調の橋渡しの役目を持つ。第 5 小節から歌唱声
部は、前奏の旋律の変奏によって第 1 行と第 2 行が歌われ、調性も再び Ges-dur に戻る。
韻律と歌唱声部の関係を見ると、4/4 拍子で強拍から第 1 行を始めていることから、ヴォル
フは Trochäus の韻律として詩を読んでいることは明確である（譜例 2-3-14）。ピアノは、
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祈りの後半となる第 3 行と第 4 行が歌われる第 9 小節からの 4 小節では、ピアノは、リ
ズムをほとんど変えないが、右手はオクターブの和音となり、b‘‘音からオクターブ上の b‘‘‘に
向かって半音階的に上行する。左手も、テノールは右手と 6 度の関係を保ちながら前半と
同じく 5 度ないし 6 度の和音として半音階的に上行する。歌唱声部に目を移すと、フラッ
トで半音下げられたことによって暗く作曲された fes 音の連続から始まるが、第 11 小節の
「元気 Erquickung」を強める「2 重に doppelt」という言葉で半音高い f 音へ上行すること
で対照的に明るい印象が加えられる（譜例 2-3-15）。この旋律は、f‘‘音から es‘‘音へ長 2 度下
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第 13 小節からの第 5 行と第 6 行の歌唱声部の旋律は、詩の韻律における強拍をより強調
するリズムを用いることで朗唱的に作曲されている。まず、感嘆詞の ach が休符によって
隔てられ、第 4 拍に置かれることでアウフタクトとなる。続く「ich bin des Treibens müde」
では、「行い Treibens」と「疲れ müde」がそれぞれ強拍に置かれ、さらに「müde」は半音
下げられた fes 音によって一層強調される。さらに問いかけとしての第 6 行は、「痛み










すこのやり方に加え、ヴォルフは、問いかけの途中で、既に前奏で示した Ces-dur から H-
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この「甘い安らぎ」という言葉は、ヴォルフによって繰り返される。そして、その作曲に
よってより一層強調された詩の主人公の想いは、第 25 小節で「私の meine」の言葉で歌唱
声部とピアノにおいて半音下げられた g 音を奏でることによって、減三和音を形成し強調
される。さらにピアノのモティーフに目を向けると、「二重に元気づける Dopplet mit 
Erquickung」で歌われた旋律が現れ、その「安らぎ」によって自分が回復したいという願
望がピアノにおいて暗示される。そして、「胸 Brust」に向かってクレッシェンドした後、















2-3-6. 〈おやすみ、おやすみ Zur Ruh‘, zur Ruh‘〉 
 
Zur Ruh‘, zur Ruh‘ 
Ihr müden Glieder! 
Schließt fest euch zu, 
Ihr Augenlider 
 
Ich bin allein, 
Fort ist die Erde; 
Nacht muß sein, 
Daß Licht mir werde; 
 
O führt mich ganz, 
Ihr innern Mächte! 
Hin zu dem Glanz 
Der tiefsten Nächte. 
 
Fort aus dem Raum 
Der Erdenschmerzen 
































「おやすみ、おやすみ Zur Ruh‘, zur Ruh‘」という印象的な呼びかけでこの詩は始まる
が、その呼びかけの対象は、「疲れた体 ihr müden Glieder!」である。第 2 節では、詩の主
人公が、「孤独 allein」で、「夜は私の光とならなければならない Nacht muß sein,daß Licht 
mir werde」と夜に対して救いを求めるような印象を与え、第 3 節で、その救いを求めて「最
も深い夜 tiefsten Nächte」にある「輝き Glanz」に向かっていこうとする。 
詩的な繊細さをもって書かれた第 4 節では、孤独な詩の主人公の苦しみとして描かれた





ヴォルフは、この詩に 1883 年 6 月 16 日にウィーンでアルトのための歌曲として作曲し
た。この歌曲全体は、40 小節から成り、第 1 節は第 1 小節から第 8 小節、第 2 節は、第 9
小節から第 16 小節で、前半部分を形作る。後半は、第 3 節が E-dur に転調する第 17 小節
から第 24 節まで、続けて第 4 節が第 25 小節から第 34 節まで歌われ、さらに 6 小節の後
奏で成る。 
As-dur で始まるこの曲の中心的なモティーフは、曲の始まりに提示される第 1 小節から
第 3 小節までのピアノの右手において主音の as 音から属音 e 音に半音下行する音型である
（譜例 2-3-18）。この音型は第 1 小節第 4 拍のテノール声部の減 4 度の跳躍によって、陰影
がさらに与えられている。歌唱声部は、冒頭のモティーフにおいて第 2 小節のアウフタク
トから f 音へ向かう経過音として現れる Ges 音によって歌い始められる。深い眠りを描い









第 9 小節で歌唱声部は、「私は孤独で ich bin allein」を、第 1 節の冒頭の呼びかけと同じ
く ges 音から f 音への半音下行によって歌うが、ピアノは、既にその前の第 8 小節から始ま
っている新たな上行するモティーフを奏でている。このモティーフは、続く第 10 小節から 
と第 12 小節から、一音ずつ低く繰り返される。 
 第 16 小節で歌唱声部が主音で第 2 節を歌い終わった後、ピアノでは、その主音をオクタ
ーブで 3 回繰り返し、異名同音の読み替えにより E-dur へ転調する（譜例 2-3-19）。後半の
始まりとして「最も深い夜 tiefsten Nächte」にある「輝き Glanz」に向かって、詩の主人
公の「内なる力 innern Mächte」へ呼びかけるこの第 3 節は、前半とは対照的に歌唱声部
に音楽的な中心が置かれている。「わずかに生き生きと ein wennig（sic） belebter」、「内
面的に innig」という指示と共に始まる歌唱声部は、E-dur の第 3 音の gis 音から半音階的
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第 25 小節から歌われる第 4 節は、第 27 小節で再び As-dur で歌われる。歌唱声部は、こ




るような des 音から as 音への半音階下行によって歌われるのだが、特に第 33 小節の「心-
herzen」が、b 音に向かう経過音である ces で歌われることでその陰影が耳に残る（譜例 2-
99 
 
3-20）。ピアノは、as 音のオクターブ跳躍による和音進行となるが、この音型は、第 14 小
































第 4 節 総括 
 
 第 2 章では《メーリケ歌曲集》より以前に作曲されたメーリケの 4 つの歌曲とその中の



















出版を目論んでいた《女声のための 6 つの歌曲》が「歌曲集 Lieder」という言葉を表題に







第 1 曲と第 3 曲が当てはまり、母性という観点では、ライニックの詩による 2 つの歌曲が








































































いる。また、〈おやすみ、おやすみ〉における E-dur への転調は、第 4 章で論じるが、〈眠
りに寄す〉と同じ方法であり、その意味合いをさらに考察するべきである。同じく E-dur を





















第 3 章 《メーリケ歌曲集》で扱われている主要な主題とヴォルフの解釈について 
 
第 1 節 メーリケの詩の受容と主題の多様性 
 























                                                   
45 Hans-Joachim Erwe 1987 Musik nach Eduard Mӧrike (Hamburger Beiträge zur 
Musikwissenschaft Bd.35) 
46 「祈り」については、第 4 章において詳細に考察する。 














ヴォルフは第 1 編と第 4 編のみしか作曲していない。しかし、ヴォルフ以外には 2 回しか
作曲されていないため、貴重な例として捉えることが出来る。また、本論の主目的である宗













ゼングレ Friedrich Sengle やメーリケ文学の研究者の一人であるベンノ・フォン・ヴィー
ゼ Bennno von Wiese らの著作を踏まえ、日本においてメーリケ研究の第一人者の一人で
ある宮下が、その主題の多様性について考察している。ここでは彼の主著に基づき、メーリ






























                                                   
47 ここでの記述は、宮下の主著である『メーリケ研究 文学における多様性の調和とその
成立過程』（1981）に基づく。 






























                                                   
48 宮下の著作で『愛』の項目で扱われている「新しい愛」は、本稿では宗教的な歌曲とし
て扱っているため、第 4 章にて考察する。 
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49 ヴォルフは、ラング宛の手紙において自然詩に基づく歌曲である〈散歩 Fußreise〉に
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3-2-1. 〈希望の傍の回復者 Der Genesene an die Hoffnung〉 
 
Tödlich graute mir der Morgen; 
Doch schon lag mein Haupt, wie süß! 
Hoffnung, dir im Schoß verborgen, 
Bis der Sieg gewonnen hieß. 
Opfer bracht ich allen Göttern, 
Doch vergessen warest du; 
Seitwärts von den ew’gen Rettern 
Sahest du dem Feste zu. 
 
O vergib, du Vielgetreue! 
Tritt aus deinem Dämmerlicht 
Daß ich dir ins ewig neue, 
Mondenhelle Angesicht 
Einmal schaue, recht von Herzen, 
Wie ein Kind und sonder Harm; 
Ach, nur einmal ohne Schmerzen 
























各節は 6 行から成り、2 節で構成されている。それぞれの行は 4 つの詩脚を持つ Trochäus
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graute」ことが挙げられる。「grauen」の過去形である「graute」は、ここでは「恐れを抱
いていた」と「朝が明けた」という 2 つの意味を持っている（ゴルトシュニッグ 2006：48）。
「日の出」を恐れる理由は、最後まで明白にはされないが、第 2 行では、死ぬような状態か

























歌曲に視点を移すと、曲全体は 43 小節から成る。第 1 節は第 5 小節のアウフタクトから
第 25 小節まで、第 2 節は第 28 小節から第 39 小節までである。 
 111  
 
この曲は、ピアノ・パートにおいて低い音域で、両手が平行 8 度の進行（空虚 8 度）によ
る 2 小節のモティーフを奏でることで始まる（譜例 3-2-1）。調性は、調号上は fis-moll な
いしは A-dur であるが、このモティーフは、2 番目の音がシャープによって半音上げられて
いることにより cis-moll の響きが印象づけられている。そして、フレーズが終わる第 2 小
節の第 3 拍では、減七の和音が鳴り響く。前奏を支配するこのモティーフ、空虚 8 度の響
き、減七の和音は、詩の最初の言葉である「死ぬように恐れを抱いていた」という詩の主人
公の心理を強く印象付ける。このモティーフは、第 3 小節で全音高く繰り返される。ここで
は、調性は、fis-moll がまず連想されるが、最後の減七の和音では Cis 音が半音下げられる
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歌唱声部は、5 小節目のアウフタクトから第 3、4 小節において支配的な響きである fis-
moll の主音で歌われ始める。最初の言葉である「tödlich」は、韻律上では強拍になるが、
「graute」を形容する副詞であるため、アクセントを持つ拍には置かれていない。第 6 小節
では、「mir der Morgen」が、ピアノ・パートと長 6 度の関係を保ちながら、前奏のモティ
ーフによって歌われる。しかし、第 7 小節で音楽的雰囲気は、ピアノにおいて左手で保持さ
れる 8 度関係の c 音とぶつかりながらも、明瞭に E-dur へ進行することで、詩的な内容と
共に即座に一新される。そして、冒頭の「tödlich」とは対比的に際立っている言葉であり、
メーリケの独特な柔らかい表現である第 2 行の「なんと心地よい wie süß！」に対しては、
「süß」が 2 分音符で延ばされ、また、前打音的に扱われている 16 分音符の「wie」にもア
クセントが置かれることで音楽的に一層強調されている。ピアノは、ソプラノが 5 度跳躍、
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続けてアルトとテノールが全音上行する旋律を 2 度繰り返した後、さらに徐々に音を増や
しながら「戦いに勝利が告げられるまで Bis der Sieg gewonnen hieß」のファンファーレ的
な音楽に向かってさらに順次上行していく。そして、この言葉は、歌唱声部においてこの曲
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「最初のテンポで Erstes Zeitmaß」の指示と共に始められる第 17 小節からの第 1 節の
残りの 4 行は、第 2 節に向かって経過的に扱われる。調性は、E-dur から異名同音的な転
調により Ges-dur へ進行し、前奏の不明瞭な調性とは対照的に、ピアノでは旋律的な動き
は最小限に抑えられ、8 分音符による和音の連打を通じて明瞭な響きが奏でられる。この部
分で印象付けられているモティーフは、半音上行し、4 度下行した後、ges 音と as 音を半
音上行させることにより B-dur へ進行する旋律によって歌われる「君はその祝祭を傍観し




「きわめて内面的な感覚で Mit innigster Empfindung」の指示と共に「希望」への許しを




ewig neue, mondenhelle Angesicht」が歌われる。さらに、as‘‘音が配置されている
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「mondenhelle」と同様に韻律においても意味上においても強調されるべき「ewig」、「neue」、






















ここで述べられているピアノ譜における第 8 小節とは、《パルジファル》の第 3 幕の序奏に
おいて 1 度だけ奏でられる付点のリズムの音型のことを指している。この音型を、第 3 幕 












によっても強調されている「あぁ、ただ一度だけ Ach nur einmal」に見られる切実さへと
結びつく。ヴォルフはこの言葉に対して、一度目の「einmal」の倍の音価による 7 度跳躍
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3-2-2. 〈夜明け前のひと時に Ein Stündlein wohl vor Tag〉 
 
Derweil ich schlafend lag, 
Ein Stündlein wohl vor Tag, 
Sang vor dem Fenster auf dem Baum 
Ein Schwälblein mir, ich hört es kaum, 
Ein Stündlein wohl vor Tag: 
 
„Hör an, was ich dir sag‘, 
Dein Schätzlein ich verklag‘: 
Derweil ich dieses singen thu‘, 
Herzt er ein Lieb in guter Ruh‘, 
Ein Stündlein wohl vor Tag.“ 
 
O weh! Nicht weiter sag‘! 
O still! nichts hören mag! 
Flieg‘ ab, flieg‘ ab von meinem Baum! 
－Ach, Lieb‘ und Treu‘ ist wie ein Traum 



















この詩は、1837 年頃 6 月 19 日までに創作された。各節は 5 行で成り、3 節で構成され
ている。脚韻は、各節の第 1 行と第 2 行、第 5 行が全て「－ag」の韻を踏み、また、その
間に置かれている第 3 行と第 4 行は対韻の形を取っている。また、この詩の表題は、この




































2 つの詩を同時に置いた時、彼はこの 2 つの歌曲を原因と結果として見なした」と考察して






として作曲した。この歌曲では、前奏が 4 小節置かれ、第 1 節は第 5 小節のアウフタクト
から第 14 小節まで、2 小節の間奏を挟み、第 2 節は第 17 小節のアウフタクトから第 26 小
節までである。再び 2 小節の間奏を挟み、第 28 小節から第 37 小節まで第 3 節が歌われた
後、後奏が 2 小節間続けられる。 
この歌曲は、前述した〈少年と蜜蜂〉と共通するモティーフの変奏によって構成されてい
る。前奏の 4 小節は、〈少年と蜜蜂〉の第 2 小節においてピアノの左手に現れる音型によっ
て構成され、第 5 小節から、2 曲を結びつけている主旋律によって第 1 節が歌われる。印象
的な主旋律に続いて、第 9 小節のアウフタクトから第 14 小節までの旋律は、主調である g-







第 3 行と第 4 行の「つばめが窓の前の木で歌ったが/私には何も聞こえなかった Sang vor 
dem Fenster auf dem Baum/Ein Schwälblein mir, ich hört es kaum」は、この歌曲のため
に作曲された短く転調していく旋律によって歌われる（譜例 3-2-8）。そして、同じ旋律が半
音高い調性において、第 2 節の対応する行、すなわち「私がこれを歌っている間に/彼は恋
人を抱きしめながら眠っている Derweil ich dieses singen thu‘/Herzt er ein Lieb in guter 










第 1 節第 3、4 行 
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第 2 節第 3、4 行 
 












































                                                   
50 宮下氏によると、マリア・マイヤーは 15 歳の時巡回説教師であったクリューデナー男
爵夫人のお供であったが、「肉体的道徳的堕落」のため感化院にしばらく入っていた。そ





の成立については、詩群の第 3 編が 1824 年に書かれていたということがメーリケの友人ハ
ルトラウプのメモで明らかになっているだけで、それ以外の 4 編については 1828 年以前に
書かれていたであろうという推測が現在のメーリケ研究では一般的である（岩元2006：19）。
また、この詩群は、最初から 5 編の詩によるものとして構成されていたのではなく、最終稿
の第 4 編にあたる詩が省かれた 4 編からなる詩として構想され、『画家ノルテン』の初稿に
収録された。また、この小説に登場するエリザベッタは、このマリア・マイヤーをモデルと
している。その後、第 4 編が詩集の初稿で加えられ、現在と同じ形の 5 編からなる詩群と
して成立している。そして、詩集の第 4 版で詩群のタイトルに「画家ノルテンより」と付け
加えられた（岩元 2006：19）。ヴォルフは、この詩群の第 1 編と第 4 編を選択し、第 1 編
による《ペレグリーナⅠ》を 1888 年 4 月 28 日に、第 4 編による《ペレグリーナⅡ》を同




3-3-1. 〈ペレグリーナⅠPeregrina Ⅰ〉 
 
Der Spiegel dieser treuen, braunen Augen 
Ist wie von innerm Gold ein Widerschein; 
Tief aus dem Busen scheint er’s anzusaugen, 
Dort mag solch Gold in heilgem Gram gedeihn 
In diese Nacht des Blickes mich zu tauchen, 
Unwissend Kind, du selber lädst mich ein‐ 
Willst, ich soll kecklich mich und dich entzünden, 
Reichst lächelnd mir den Tod im Klech der Sünden! 















この詩は、8 行 1 節から成り、各行は 5 つの詩脚を持つ Jambus の形による Stanze51と
いう詩形を取っている。脚韻は、4 行目までは交差韻を取っているが、5、6 行は韻を踏ん
でいない(ababxb)。最後の 2 行は通例通り対韻となっている。 













の結末として予想される破滅が「Kelch der Sünden 罪の杯」という言葉で表現されている。
この言葉は、ゲーテの『若きヴェルテルの悩み』の中で「ロッテは、自分でみてもないし、
                                                   
51 Stanze は、イタリアに由来する詩形である。ドイツでは男性女性の終結部を交互にお
く 5 詩脚の Jambus の形の詩として考えられ、通常は 6 行の詩脚は交差韻で構成され、最
後の 2 行は対韻の形をとる。 









 曲全体は、20 小節から成る。Es-dur の主和音で始まるこの曲では、前奏は置かれず、ピ




性を唯一具体的に示す「茶色の目 braunen Augen」は、付点のリズムによる 4 度跳躍とシ
ンコペーションによって印象付けられている。その言葉をさらに修飾している「忠実で
treuen」においては、ピアノにおいて減三和音が鳴り響くことで、その意味とは反対の陰影
を与えている。第 3 小節まで 4 度ずつ上行してきたピアノの音型は、主音の Es 音までに達
した後、冒頭と同じように、しかし今回はオクターヴで重ねられ、第 5 小節に向かって再び
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最初の言葉である「鏡 Spiegel」の言い換えである「反映 Widerschein」もまた、4 度跳
躍と 5 度下行による音価の長い旋律によって、前半の 4 小節で最も際立たされている。ユ
ーエンスは、この旋律を第 1 小節から始まるピアノの音型の模倣と捉えている52。 





ィーフは第 6 小節で、そして第 7 小節では 6 度下で繰り返される。この部分におけるさら




て、フレーズの最後の音である b 音に向かう a 音が置かれていることでより幻想的に描か
れている（譜例 3-3-2）。こうした半音の動きによる言葉の印象づけは、第 8 小節の「聖なる
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第 13 小節に向けて、経過的に扱われている第 9 小節から第 12 小節は、前半はピアノの
                                                   
52 ユーエンスはこの部分について「第 1－2 小節の右手の中の G-C-F の上行する 4 つの和
音は第 3－4 小節の中で繰り返され、歌唱声部の中で、「ein Widerschein」という言葉で
反映される」と指摘している（Youens 2000：54）。 
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バス音の半音階下行を中心とした繊細な音楽となっている一方で、後半は冒頭を思わせる
ような上行する旋律となり、Des-dur から B-dur へ転調する。この詩の一つのキーワード
である「無知な子 unwissend Kind」の un-は、第 1 拍に置かれることで、それまでの詩の
韻律の流れよりも言葉の意味が一層強調されている。そして、内向的で幻想的な音楽は、第
13 小節から躍動感を持った劇的な音楽へと移り変わる。女性の願望を示す「willst」は、再




は、第 15 小節の「差し出す Reichst」の言葉で頂点を作るが、しかし、その後は「次第に
弱まって nachlassend」の指示と共にピアノの右手において旋律の向きが定まらなくなる。 
この詩の「黄金 Gold」と対照的に置かれている「罪の杯の中に死を Tod im Kelch der 
Sünde」は、曲の冒頭の「鏡 Der Spiegel」の、b 音から Ges 音に向かう半音階の模倣とな
る。さらに、この旋律について、ユーエンスは「「死 Tod」と「罪 Sünden」という言葉は、
その最初の出現で強調されていることに気づく。「死」は、小節をまたいで維持され、第 16







3-3-2. 〈ペレグリーナⅡPeregrina Ⅱ〉 
 
Warum, Geliebte, denk ich dein 
Auf einmal nun mit tausend Tränen, 
Und kann gar nicht zufrieden sein, 
Und will die Brust in alle Weite dehnen? 
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Ach, gestern in den hellen Kindersaal, 
Beim Flimmer zierlich aufgesteckter Kerzen, 
Wo ich mein selbst vergaß in Lärm und Scherzen, 
Tratst du, o Bildnis mitleidschöner Qual; 
 
Es war dein Geist, er setzte sich ans Mahl, 
Fremd saßen wir mit stumm verhaltnen Schmerzen; 
Zuletzt brach ich in lautes Schluchzen aus, 



















詩の構成は、各節 4 行で 3 節から成る。それぞれの行は Jambus の形をとり、最初の 3
行のみ 4 つの詩脚、残りの行は 5 つの詩脚を持つ。脚韻は、第 1 節は交差韻、第 2 節は抱
擁韻となっているのに対して、第 3 節は、詩の主人公が自分の罪の苦しみに耐え切れずに
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むせび泣くところを強調するかのように最後の 2 行が対韻で構成されているのみである。 
 この詩には、『画家ノルテン』の後に作成された『緑のノート Grünes Heft』というドー
ルヘン・メーリケ53のための肉筆詩稿帳に記されている構想では、「アグネスの追想」とい

























                                                   
53 ドールヘン・メーリケ Dorchen Mörike は、メーリケと兄弟仲が良かった兄カール
Karl Mörike の妻である。 
 127  
 
エンスは、ヴォルフが詩から得た着想と捉え、「A の部分は「よそよそしく座っていた Fremd 
saßen wir」の言葉で戻ってくる。これは最初の A の部分/最初の節の第 1－4 行の質問への
答えである」と考察している（Youens 2000：54）。通常、歌曲では、こうした 3 部形式は、




 前奏に目を向けると、この曲は、Ges-dur の調号で書かれているが、Es-dur の響きで始
まる。特徴的な点は、第 2 拍に置かれた b 音がタイで延ばされていることで、前曲のモテ
ィーフを印象付けていた第 1 小節と第 3 小節の第 3 拍の拍点が、失われていることである
(譜例 3-3-3)。これにより、時間的な間延びが生まれ、詩の主人公が何かを失って呆然とし
ているかのような印象を与える。第 5 小節からは、調号通り Ges-dur に戻る。この右手の
旋律は、最初は 2 小節で 1 音、9 小節からは各小節で 1 音ずつ上行し、第 12 小節から 13
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第 17 小節からは、古典的には愛の象徴として使われていた A-dur54に調号が変わり、こ
                                                   
54 筆者は、修士論文における《冬の旅 Winterreise》（1828）の考察の中で、第 1 部にお
いてフラット系の短調で支配されている「旅」の中で、詩の主人公の夢を描いた〈菩提樹
Der Lindenbaum〉と第 11 曲〈春の夢 Frülingstraum〉ではシャープ系の長調で作曲さ
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の転調はたった 4 小節で再び Ges-dur に戻る。この部分も、ピアノの旋律はひたすら上行
して転調していく。第 26 小節では、「君が入ってきたのだ tratst du」という言葉で、再び
Ges-dur に戻り、この言葉は ges‘‘音からの 6 度下行の旋律によって印象づけられる。続く
「おぉ憐み深く美しい痛みを秘めた肖像よ o Bildnis mit leidschöner Qual」は、ダブルフ
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繰り返される A 部分の始まりである第 34 小節では、詩の韻律上弱拍に置かれているが、
詩の一つのキーワードである「よそよそしく fremd」の言葉が、低い des 音で第 2 拍の頭
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第 4 章 宗教的な歌曲におけるヴォルフの解釈について 
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第1節 ヴォルフの「宗教的」な歌曲の前例 
《アイヒェンドルフの詩による 6 つの宗教的な歌曲》の概要 
 
 この《アイヒェンドルフの詩による 6 つの宗教的な歌曲》は、アイヒェンドルフが 1837
年に発表した『詩集 Gedichte』の第 6 番の項目「宗教的な詩 Geistliche Gedichte」の中に
収められた詩から 6 つの作品をヴォルフが選択し、作曲した合唱曲集である。そのうち、後




















教文学 Die geistliche Poesie in Deutschland』（1846、もしくは 1847）において論じてい































（1759－1805）の『ドン・カルロス Don Carlos』（1787）におけるポーザ Posa である。 
しかし、アイヒェンドルフは、ロマン主義の台頭が、再び宗教と文学を正しく結びつけた
ことに注目している。彼は、ロマン主義における宗教性について「しかし人間の魂のあのデ
                                                   
56 アイヒェンドルフの『ドイツにおける宗教文学』については、横溝眞理「アイヒェンド
ルフの宗教文学論」『聖霊女子短期大学紀要』第 25 号 114－122（1997）に準ずる。 
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4-1-2. 《アイヒェンドルフの詩による 6 つの宗教的な歌曲》の成立 
 この第 4 章でまず論じるべき《アイヒェンドルフの詩による 6 つの宗教的な歌曲》に視
点を戻すと、横溝が「神的な事物への観察」と考察した「宗教性」を文学の本質としたアイ
ヒェンドルフの「宗教的な詩」に対して、ヴォルフがア・カペラによる「歌曲集」として作



















リー」が 1880 年 10 月 6 日以降既にパリの彼女の親族のもとにいるということ、そ
の親族が彼女に結婚を迫っていること、そして彼女は・・・その強迫に負けるほど弱
まってしまった。ありえないよ、君は僕の気持ちをわかるかい？  
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曲。敬虔で意義のある、牛乳と蜂蜜のような？  
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第2節 《アイヒェンドルフの詩による 6 つの宗教的な歌曲》 
 
4-2-1. 〈仰ぎ見ること Aufblick〉 
 
Vergeht mir der Himmel 
Vor Staube schier 
Herr, im Getümmel 
Zeig‘ dein Panier! 
 
Wie schwank‘ ich sündlich 
Lässt du von mir: 
Unüberwindlich 












（Jancik 1974：Anmerkungen zu Nr.1）。詩の構成は、4 行の詩が 2 節で成る。各行は、






 ヴォルフが、この詩に対して作曲したのは 1881 年 4 月 2 日と推測されている。この 2 節
の短い詩に対し、ヴォルフは 13 小節から成る合唱曲として作曲した。第 8 小節までで第 2
節までが歌われた後、ヴォルフは第 1 節と第 2 節の第 3 行と第 4 行を繰り返している。 
 誰もが持つ罪（原罪）への恐れを描いた作品に対し、ヴォルフは、E-dur の主音 e 音をソ
プラノ、アルト、テノールで同時に歌うことで始めている。テノール声部は半音階的な進行
で、ソプラノ声部は第 3 拍の「天 Himmel」の言葉で、p で 7 度下行することで、ちりによ
                                                   
58 1837 年に発表された『詩集』の中では、「昼 Mittag」とされている（Schulz 1987：
1067）。 
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第 5 小節から歌われる第 2 節では、まずアルトが h-moll の属音 fis へ半音階的に進行す
ることで短調の響きになり、さらに続く小節では、バスが fis 音へ向かうことで fis-moll と
なる。この調性の印象を通じて、詩の主人公の「罪深さ sündlich」の色合いが描かれ、さら
にソプラノは「離れよう Lässt」という言葉を先取音によって強調することで、詩の主人公
自身の内面的な弱さが描かれている。この 2 小節のモティーフは続く 2 小節でも繰り返さ
れるが、第 4 行の「私は、あなたと共にいる。Bin ich mit dir!」は、神と共にあるというこ
とへの強い願望を示すかのようにソプラノでは、先取音が置かれずに、上行形の旋律となり、
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第 9 小節から繰り返される第 1 行の第 3 行と第 4 行は、e’音から gis’’音へオクターブと 3
度上行する旋律によって高らかに歌われる。それとは対照的に、第 2 節の「克服しがたくも
Unüberwindlich」では、ソプラノは第 5 小節で罪深さを強調した先取音の a‘‘から下行する
旋律が、「控えめに zurühaltend」の指示で歌われ、再び fis-moll へと向かうことで、罪に
対する恐れが描かれる。しかし、最後の行は「幅広く breit」の指示と共に、明瞭な E-dur
の響きで再び gis 音へ向かって上行することで神への賛美が高らかに歌われる。 
 
 
4-2-2. 〈内省 Einkehr〉 
 
Weil jetzo alles stille ist 
Und alle Menschen schlafen, 
mein‘ Seel‘ das ew’ge Licht begrüsst, 
ruht wie ein Schiff in Hafen. 
 
Der falsche Fleiß, die Eitelkeit, 
was keinen mag erlaben, 
darin der Tag das Herz zerstreut, 
liegt alles tief begraben. 
 
Ein andrer König wunderreich 
Mit königlichen Sinnen, 
zieht herrlich ein im stillen Reich, 
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と書かれていた（Jancik 1974：Anmerkungen zu Nr.2）。また、原詩では、第 3 節の第 1
行は「驚くほど裕福な wunderreich」だが、ヴォルフは「驚くほど同じような wundergleich」
としている。 
詩の構成は、一節が 4 行で、3 節から成る。各行は、4 つの詩脚を持つ Jambus であり, 
第 1 行と第 3 行、第 2 行と第 4 行が韻を踏んでいて交差韻となっている。規則的な韻律構
成を持つ詩だが、第 1 節の第 4 行は、リズム上「ruht」にアクセントが置かれるが、この
言葉を第一拍におくことで印象づけている。 
 アイヒェンドルフによっても、さらにヴォルフによっても様々な表題が検討された詩で
あるが、全ての人々が「休む ruht」夜の中で、瞑想的な世界観が広げられる。第 1 節では、
全ての人が眠る中、詩の主人公の魂も、神的な表現として描かれている「永遠の光 das ew’ge 
Licht」に挨拶し、休む。そして、第 2 節と第 3 節では、2 人の人物が対比的に描かれてい
る。第 2 節で描かれている人物は、日々の成功に関心が強く、「誤った傾注 Der falsche 
Fleiß」によって歩んでいる。そして、それが正しくないとしても、その日々の真実は、「深
く葬られ alles tief begraben」ている。 
第 3 節で描かれている人物は、「驚くほど裕福な別の王 Ein andrer König wunderreich」
である。この人物は、第 1 節の華やかではない「静かな国 im stillen Reich」に入り、信仰
的な忠実さを示すかのようにその先頭となる「永遠の尖塔 ew’gn Zinnen」につく。ヴォル






 さて、原詩との差異が既に見えるこの楽曲に対して、ヴォルフが作曲したのは 1888 年 4
月 14 日と考えられている。ヴォルフは、25 小節から成る 3 部形式の合唱曲として作曲し
た。第 1 節は第 1 小節から第 8 小節までで、最初の A 部分を構成し、第 9 小節から第 16 小
節まで B 部分の音楽で第 2 節が歌われる。第 3 節は第 17 小節から第 25 小節までで、A 部
分の変奏である A‘部分によって構成されている。 
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調性は Des-dur59で、4/4 で始まるこの曲は、テノール声部に旋律的な動きがある。４度
跳躍で始まるこの旋律は、第 3 小節では、4 度上で繰り返される（譜例 4-2-3）。さらにこ
の旋律は、「静かに stille」の前で b‘音に向かう倚音の ces‘‘音によって印象付けられ、これ
は第 4 小節においては「眠る schlafen」をも強調し、人々が静まり返った夜の陰影が描か
れる。第 5 小節の「非常に甘く sehr zart」の指示とともに始まる音楽では、E-dur に転調
し、旋律的な優位性はソプラノに移る。Des-dur の第 2 音を導音として転調する E-dur の
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 第 9 小節から始まる第 2 節の音楽からは、2 声ずつを対にした動きとなり、この歌曲集で
初めて対位法的な手法が使われている。この B 部分の前半では、ソプラノとバス、アルト
                                                   
59 この楽曲は、初版では D-dur に移調されている（Jancik 1974：Anmerkungen zu 
Nr.2）。 
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とテノールがほとんど同じリズムであり、後半はソプラノとテノール、アルトとバスが類似
したリズムとなる。そしてリズム的な特徴によって人の「誤った傾注 Der falsche Fleiß」が
強調されるが、加えて「うぬぼれよ Eitelkeit」という言葉では、バスが 8 分音符の同音反
復によって際立たされ、調性においても es-moll から始まることで、その短調の色合いが信
仰的ないましめを印象づける。この部分は b-moll と es-moll の間を揺らめき、「深く葬ら
れている alles tief begraben」の言葉で再び Des-dur の響きが明瞭になる。リズムの面にお
いても、この言葉は再びバスの 8 分音符によって刻まれることで強調されているが、この
転調は、宗教的な許しとして意味づけることが出来る。 
第 1 節と同じ類似した音楽によって歌われる第 3 節では、再びテノールに旋律的な優位
が置かれている。第 1 節で陰影を与えた ces 音は、対応する「wundergleich」で、主音 des‘‘音
に対する刺繍音として d 音で歌われるが、もう一つの「schlafen」と対応する言葉である
「Sinnen」は、第 1 節と同じ音である。ここで注目すべきは、変化された音ではなく、同





第 3 行の「静かな国に堂々と入り zieht herrlich ein im stillen Reich」は、第 1 節で「永




譜例 4-2-5 〈内省〉T.21－T.22 
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4-2-3. 〈忍従 Resignation〉 
 
Komm, Trost der Welt, du stille Nacht! 
Wie steigtst du von den Bergen sacht, 
Die Lüfte alle schlafen, 
Ein Schiffer nur noch, wandermüd‘ 
Singt übers Meer sein Abendlied 
Zu Gottes Lob im Hafen. 
 
Die Jahre wie die Wolken gehn 
Und lassen mich hier einsam stehn, 
Die Welt hat mich vergessen, 
Da tratst du wunderbar zu mir, 
Als ich beim Waldesrauschen hier 
Gedankenvoll gesessen. 
 
O Trost der Welt, du stille Nacht! 
Der Tag hat mich so müd gemacht, 
Das weite Meer schon dunkelt, 
Laß ausruhn mich von Lust und Not, 
Bis daß das ew’ge Morgenrot 






















1837 年に『ドイツ文芸年鑑 Deutschen Musenalmanach』の中に初めて掲載されたこの
詩は、「隠者 Der Einsiedler」というタイトルで『詩集』にも掲載された。また、アイヒェ
ンドルフの小説『海の航海 Eine Meerfahrt』（1836）でも、隠者であるアルマ Alma によ
って最後の叙情的な詩として歌われている（Schulz 1987：1033）。 
この詩は、バロック時代のハンス・ヤーコプ・クリストッフェル・フォン・グリンメルス
ハウゼン Hans Jakob Christoffel von Grimmelshausen（1622?－1676）の小説『ズィンプ
リツィスィムスの冒険 Der Abentheuerliche Simplizissimus』（1669）を模範としており、
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1810 年頃、交流のあったクレメンス・ブレンターノ Clemens Maria Brentano（1778－
1842）の『少年と魔法の角笛 Des Knaben Wunderhorn』（1806－1808）にも影響を与え
ているようである（Schulz 1987：1033）。 
詩の構成は、各節は 6 行で成り、3 節まである。各行は、4 つの詩脚を持つ Jambus だが、
各節の第 3 行と第 6 行は 3 つの詩脚となっている。脚韻は、この詩脚の数も関係しており、
第 1 行と第 2 行、第 4 行と第 5 行、第 3 行と第 6 行が韻を踏んでいるさまよい韻である（赤
井 1995: 150）。但し、例外的に第 1 節の第 4 行と第 5 行の脚韻は韻が踏まれていない。 
詩の主人公は、印象深い呼びかけを通じて、「世の慰め Trost der Welt」である「静かな
夜 stille Nacht」を求めることからこの詩は始まる。第 1 節では、夜が訪れると、風は「眠
る schlafen」が、船乗りだけが、その間も歌い続けている様が描かれている。第 2 節では、
既に「世の中 Welt」には忘れ去られた詩の主人公が、「夜」に瞑想していたことを懐かし







 さて、ヴォルフがこの作品に作曲したのは、1881 年 3 月 31 日で61、40 小節から成る合
唱曲とした。この楽曲は、3 節の詩に対し、A-B-C-A’という形式を用い、第 2 節を 2 つの音
楽部分に分けている。第 1 節は、第 1 小節から第 12 小節、第 2 節の最初の 3 行は、第 13
小節のアウフタクトから第 19 小節までで、フェルマータによってこの音楽部分を区切って
いる。第 2 節の後半の 3 行は、第 20 小節から第 25 小節までで、第 3 節は第 27 小節のア
ウフタクトから第 40 小節までである。 
 この曲は、F-dur で 4/4 拍子によって、p の指示でアウフタクトにおける呼びかけと共に
始まる。それぞれの声部は、原則的に和声的な進行に重きを置いている。しかし、第 1 行
                                                   
60 ヴォルフは、最初の自筆譜では「隠者 Einsiedler」としており(Jancik 1974 
Anmerkungen zu Nr.3）、また、前述した手紙においても同様である。 
61 メラニー・ケッヘルト Melanie Köchert が所持していたヴォルフの自筆譜では、5 小節
の任意のオルガンによる後奏が置かれており、作曲の日付は 3 月 31 日となっている
（Jestremski 2011: 120）。 
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「世の慰め、静かな夜よ Trost der Welt, du stille Nacht」はアルトによって、第 2 行「君
が山々から静かに下ると Wie stiegst du von den Bergen」と第 3 行「風は眠る die Lüfte 
alle schlafen」はテノールによって、8 分音符によるため息の音型を中心とした旋律によっ
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調性の観点においては、第 5 小節の第 3 行を歌う箇所で E-dur へ転調する。この箇所で
は、テノールに加えてバスも、「風は眠る」の言葉を異なるリズムと、E-dur の下属音 a 音
から e 音へ向かう半音階下行で印象づけ、半終止のために再び下属音 a 音へ下行する。後
半の 3 行は、「さすらいながら疲れ wandermüd‘」の言葉に向かって下行する旋律によって
描かれるが、半音階的な転調により B-dur の属和音へ進行する。そして、さらにその半音
階的な動きの中で、Ges-dur へ転調し、クレッシェンドしながら「神を讃える Gottes Lob」
の言葉に向かって高揚する。 
 第 13 小節のアウフタクトから始まる第 2 節の前半の 3 行による B 部分は、Ges-dur の
異名同音の調性である fis-moll へ転調する。詩の主人公の「孤独 einsam」が、この短調の
響きの中で、上行するモティーフを基礎とした対位法的な動きによって歌われ、その心理的
な物悲しさが増長していく。しかし、第 3 行の「世の中は私を忘れた Die Welt hat mich 
vergessen」の言葉では、Ces-dur という最も臨時記号が必要な長調へ進行する。この作曲
者による調性の色合いは、第 2 節の「孤独」の意味合いが、肯定的でも否定的でもないこと
を印象付ける。ヴォルフによって区切られた第 2 節の後半は、再び Ges-dur に戻り、前半




 第 27 小節のアウフタクトから歌われる第 3 節は、主調である F-dur に戻り、第 1 節の音
楽が再現される。特徴的な点としては、第 1 節の第 3 行の「風は眠る」は E-dur の色合い
で描かれたが、この第 3 節では詩の構成において対応する「広大な海は既に暗くなり Das 
weite Meer schon dunkelt」もまた同じ調性によって反復されることで、「夜」の憩いが印
象づけられる。後半の 3 行では、第 1 節が第 6 行の「神を讃えるため」に向かってクレッ
シェンドしながら上行する旋律によって感情の高まりが描かれていたが、第 3 節では、ff で
歌われる第 2 行の「永遠の暁 das ew’ge Morgenrot」に向かってクレッシェンドしながら上
行する。聖書の観点を通じて、神が再度現れる終末論を感じさせるこの言葉は62、調性の面
においても前曲で「永遠の光」を描いた E-dur の響きに包まれる（譜例 4-2-7）。そして、
ヴォルフが繰り返した第 6 行で描かれているその神の光によって照らされる情景は、再び








                                                   
62 宗教的な観点におけて一例を挙げるのであるのなら、新約聖書の「ヨハネの黙示録」第
22 章 5 節には、「もはや夜がない。神である主が彼らを照らされるので、彼らにはともし
びの光も太陽の光もいらない。彼らは永遠の王である」と書かれている。 
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4-2-4. 〈最後の願い Letzte Bitte〉 
 
Wie ein todeswunder Streiter, 
der den Weg verloren hat, 
schwank‘ ich nun und kann nicht weiter, 
von dem Leben sterbensmatt. 
Nacht schon decket alle Müden, 
und so still ist’s um mich her, 
Herr, auch mir gib endlich Frieden, 










 この詩は、連作詩『巡礼者』の第 5 番の詩として、1837 年の『詩集』に掲載された。表
題の「最後の願い Letzte Bitte」は、ヴォルフによって付けられたものである。 
 詩の構成は、8 行による 1 節で成る。各行は、4 つの詩脚を持つ Trochäus である。脚韻







 ヴォルフが、この詩に作曲したのは、1888 年 4 月 22 日である。8 行の詩をヴォルフは、
2 行ごとに縦線で区切り、4 部分から成る合唱曲とした。それぞれの部分は 4 小節で構成さ
れているが、最後の部分ではヴォルフは詩を繰り返すことで、10 小節で構成した。 




                                                   
63 初版においては、半音高い調性（D-dur）で出版された（Jancik 1974：Anmerkungen 
zu Nr.4）。 
 149  
 
最初の例は、「致命傷を負った todeswunder」に見ることが出来る（譜例 4-2-8）。この言
葉は、「死 Tod」と「傷ついた wund」という 2 つの言葉から成るが、第 2 小節の第 1 拍で
この「wund」の言葉が歌われるところでは、経過的に b-moll へ移行するための属和音を形
成する。しかし、バス声部は第 1 小節から始まる主音 es‘音から d 音へ半音階的に下行する
中で、１拍目に経過的に g 音を歌うため、まず不協和的に鳴り響くのである。この特徴は、
第 4 小節の「失う verloren」においても、見ることが出来る。ここではテノール声部が倚
音の f‘音を１拍目に歌い、2 拍目に ges‘音へ解決する。第 2 の特徴は、原則的に、主となる
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第 5 小節から始まる第 3 行と第 4 行の音楽は、調号が fis-moll に変わり、第 1 行と第 2
行に類似した音楽によって減 4 度下の音域で歌われる。この部分は、「生きることに von 
dem Leben」の言葉で a-moll へ進む。ソプラノでは、第 2 の特徴であるバスとの反進行の
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 第 5 行と第 6 行を歌う第 9 小節からの 4 小節は、調号では a-moll であるが、すぐに g-
moll へ転調する。続く小節で a-moll に戻るが、第 11 小節では c-moll へ進行する。「静か
に私の周りにいる so still ist’s um mich her」を歌うこの第 11 小節と第 12 小節は、その音
のほとんどが経過的な不協和音で構成されている。最初に印象付けられているのは「still」
の言葉で、ソプラノでは主音の c 音へ向かう倚音の des‘音が強調されている。第 12 小節の
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第 13 小節から歌われる詩の最後の 2 行は、ソプラノとアルトがオブリガート的な重唱と
なり、「非常に内面的に sehr innig」の指示と共に、テノールソロとバスによる 2 重唱に音
楽的な重きが置かれている。この部分は調号では、Des-dur であるが、男声による 2 重唱が
示している調性は Ges-dur である。しかし、この調性は、長く響くことはなく、すぐにこ
の最後の音楽部分の中心となる es-moll へ転調する。 
                                                   
64 ソプラノの c 音は des 音へ向かう経過音、テノールの a 音は b 音へ向かう導音的な扱い
である。アルトの 3 拍目の es 音は、倚音的な扱いで、4 拍目で d 音へ解決する。 
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第 17 小節から、ヴォルフによって繰り返されるこの 2 行は、再びソプラノに音楽的な優
位が移り、第 13 小節におけるテノールの旋律とは対照的に下行する旋律で始まる（譜例 
4-2-10）。この旋律は、第 9 小節において第 5 行「夜は、既に全ての疲れを覆い Nacht schon 
decket alle Müden」が歌われた旋律である。調性の観点においては、第 9 小節が短調の響
きであったのに対し、ここでは、調号によって示されている Des-dur の主和音が鳴り響く。
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4-2-5. 〈従順 Ergebung〉 
 
Dein Wille, Herr, geschehe! 
Verdunkelt schweigt das Land, 
Im Zug der Wetter sehe 
Ich schauernd deine Hand. 
O mit uns Sündern gehe 
Erbarmend in‘s Gericht! 
Ich beug‘ im tiefsten Wehe 
Zum Staub mein Angesicht, 











 この詩は、1837 年に『巡礼者』の第 2 番の詩として出版された。詩の構成は、9 行によ
る一節の詩で、各行は 3 つの詩脚を持つ Jambus である。脚韻は、規則的な交差韻の形を
取り、第 9 行は第 1 行のリフレインである。この詩の表題もヴォルフによるものである。 
 第 1 行によって示されているように、原罪を持つ人の祈りである。第 2 行と第 3 行にて
記されている「暗くなり verdunkelt」、「荒れた空 Im Zug der Wetter」という状況は、裁
きを受ける日を連想させ、その中で神の「御手 deine Hand」を見る。罪びとであることを
詩の主人公は告白し、敬虔な信仰ゆえに、本来受けるべき裁きを望む。 
 この曲は、1881 年 4 月 28 日に創作された。9 行の詩に対して、68 小節というこのツィ
クルスにおいて最も大きな作品として構成されている。全体の形式は、A-B-A‘形式を用いて
いる。第 1 行から第 4 行までが第 1 小節から第 16 小節までで、最初の A 部分を形作る。
続く B 部分は第 5 行から第 8 行により、第 17 小節から第 32 小節までで成る。そしてアイ
ヒェンドルフによるリフレインとしての第 9 行に対して、ヴォルフはそのたった 1 行を何









最初の A 部分の音楽では、まず「暗くなり、沈黙した国よ Verdunkelt schweigt das Land」
の言葉が歌われる箇所で、低い音域で h-moll が挟まれることで陰影がつけられる（譜例 4-
2-11）。しかし、これは第 8 小節ではすぐに同主長調に戻り、その調性の中で半終止する。
続く第 9 小節から始まる第 3 行は、第 1 行の 3 度上で歌われる。ここでも再び dis-moll と
h-moll が挟まれるが、「ぞっとしながらもあなたの御手を見る schauernd deine Hand」を
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の陰影の中で、「最も深い悲しみの中で顔をかがめる Ich beug‘ im tiefsten Wehe」の言葉
に向かってクレッシェンドしていく。そして、こだまのように各声部で繰り返される「最も
深い悲しみ」の言葉は、この曲の主調の同主短調である h-moll で歌われる。 
 第 33 小節から歌われる第 9 行は、最初のフレーズをソプラノとテノールが交互に全音高
く歌うことで、高揚していく。この曲のドラマトゥルギーの高まりの頂点を、ヴォルフは神
への呼びかけに置いた。それは、第 43 小節の「主よ Herr」の言葉である（譜例 4-2-12）。
ここでは、H-dur から半音高い C-dur へ進行し、半終止する。H-dur を中心とした複雑な
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4-2-6. 〈高み Erhebung〉 
 
So laß herein nun brechen 
Die Brandung, wie sie will, 
Du darfst ein Wort nur sprechen, 
So wird der Abgrund still 
Und bricht die letzte Brücke; 
Zu dir, der treulich steht, 
Hebt über Not und Glücke 










この詩は、『巡礼者』の第 4 番の詩である。詩の構成は、8 行による 1 節の詩である。各
行は、3 つの詩脚を持つ Jambus で、脚韻は再び交差韻の形を取っている。ヴォルフは、第
4 行の後にピリオドを置くことで行を区切っているが、これは原詩では置かれていない。ま
た、表題はヴォルフによるものである。 
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第 1、2 行では「波 Die Brandung」が「流れ込み hereinbrechen」、第 5 行では「最後




1881 年 4 月 30 日に作曲した。曲全体は、28 小節である。最初の 8 小節で、第 1 行から第
4 行が歌われた後、第 9 小節から第 17 小節まで後半の 4 行が歌われる。その後、第 18 小
節のアウフタクトから、再び後半の 4 行が繰り返される 3 部分構成となっている。 
この曲は、前曲で「主よ」という言葉で印象的に響いた C-dur で作曲されている。曲全
体では、半音階的な転調が至るところで行われているが、中心となる調性は、この C-dur と
F-dur である。4/4 拍子で、ff で始めることで、冒頭から最初の 2 行で描かれている神の権
力を高らかに歌う。一方、次の 2 行は低い音域に移り、pp の指示によって対比的に描かれ
る。第 9 小節のアウフタクトから歌われる第 2 部分の音楽は F-dur であり、男声が先に歌
われ、女声は 1 小節遅れる構造となっている。音楽的な中心としてのテノールの旋律は、f
の指示と共に、神を指す「君へ dir」の言葉で a 音にまで達する。第 14 小節のアウフタク
トでは、ヴォルフが表題にした「高める hebt」の言葉が女声において f で、タイで延ばされ
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後半の 4 行を再度繰り返す第 18 小節のアウフタクトからの第 3 部分の音楽では、４声が
和声的な進行の中で、高音域で同じ音を繰り返しながら、半音ずつ上行していき、再び「高
める」の言葉で、女声がタイによって延ばされることで強調される。ソプラノは、さらに「幸
福」の言葉の前で a’’音にまで上行し、1 度目（第 2 部分）よりさらに音楽的に高揚する。第
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第 3 節 《メーリケ歌曲集》における宗教的な歌曲Ⅰ 
1888 年 2 月から 5 月までに作曲された作品 
 











分けて書かれている。ヴォルフは、まず 1888 年 2 月から 5 月までの間にメーリケの 4 つの
宗教的な詩に作曲したのち、同年の 10 月に 6 つの宗教的な歌曲を創作している。そして、







第 3 節では、1888 年 2 月から 5 月にかけて作曲された 4 つの歌曲について、第 4 節では、
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Ach Herr! Wie teuer 
Wollt ich es hegen, 
Wollt‘ ich es pflegen! 
Hab’s nicht geheget 
Und nicht gepfleget, 






















の葛藤を描いたこの詩は、8 行から成る 1 節の詩として構成されている。各行は 2 つの強拍
を持つ Jambus で、全ての行は弱拍で終わる。脚韻は対韻となっている。 
 神の愛を示す「愛の炎 Liebesfeuer」という言葉で始まるこの詩は、その「炎」を「私 ich」
は、「守り hegen」、「育てる pflegen」ことを望む。しかし、第 5 行と第 6 行では、信仰の
主体性を表していた「私 ich」が否定の言葉である「nicht」に変えられ、その愛を守ること
が出来ないことの苦悩が描かれる。この神の愛に応えることが出来ない苦悩、すなわち信仰
                                                   
65 メーリケは、古い祈祷書の中でこのラテン語の教会歌を見つけたとクララへの手紙で明
らかにしている（森 2000：247）。この詩は、原文の翻訳ではない。 





 この歌曲は、1888 年 4 月 12 日に作曲され、歌曲集において宗教的な歌曲のグループの
最初の歌曲として置かれている。曲全体は、31 小節で成り、前奏は第 1 小節から第 8 小節
まで、前半の 4 行は第 9 小節から第 16 小節まで、後半の 4 行は第 17 小節から第 24 小節
までである。後奏は 7 小節で構成されている。 
 「遅く、そして苦しむように Langsam und schmerzlich」の指示と共に、4/4 拍子ではじ
められるこの歌曲の前奏は、大きく 2 部分に分かれる。最も興味深い響きは、冒頭の 4 小
節に見出すことが出来る（譜例 4-3-1）。第 1 小節と第 2 小節の繰り返しによって構成され
ているこの 4 小節は、その開始音である e-moll の導音 dis が、オクターヴで始まり、クレ
ッシェンドしながら次の拍で e 音へ向かう。しかし、そこには留まらずに延ばされ、第 2 小
節の 2 拍目の裏拍でさらに半音上行する。この右手の旋律に対し、さらに 2 度関係である c
音を右手と左手にオクターヴで衝突させている。この音は、右手では次の拍で再び奏でられ
た後、このフレーズが終わる次の小節にまで延ばされるが、左手は f 音へ下行した後、es 音
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 印象深い始まりの言葉である「あなたの愛の炎 Dein Liebesfeuer」が持つ 2 つの強拍は、
一つ目がアウフタクトのリズムによって延ばされ、もう一つが小節の頭の強拍に置かれて
いる。このリズムが、Jambus のリズムに対するヴォルフの作曲の基礎となるが、続く第 2
行では、韻律上弱拍に置かれた第 1 拍の「あぁ ach」という感嘆詞が先取音的に前の小節の
第 4 拍に置かれ、タイによって延ばされることで強調されている。このリズムは、第 3 行
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 和声的な動きに視点を戻すと、第 1 行は明白な e-moll で歌われるが、第 2 行の最後の言
葉である「尊い teuer」が e-moll の主音である e 音から導音である dis 音へ半音下行する。
第 1 行に見られる明白な和声的解決は、後奏の始まりの e-moll の主和音まで一度も現れる
ことはない。そして、dis 音はヴォルフが強調している言葉である「wollt」において 2 度繰
り返され、その下ではピアノにおいて前奏の不協和的な響きが繰り返される。 
 第 17 小節から歌われる第 5 行から第 8 行では、ピアノにおいて前奏の第 5 小節のモティ
ーフの発展が見られる。このモティーフは、 f 音から始まり、「地獄の苦しみ
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66 ユーエンスは、「c-f 音の完全 5 度は c-fis 音の三全音になる」という音楽的な発展に着
目している（Youens 2000：84）。 
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4-3-2. 〈古画に寄す Auf ein altes Bild〉 
 
In grüner Landschaft Sommerflor, 
Bei kühlem Wasser, Schilf und Rohr, 
Schau, wie das Knäblein Sündelos 
Frei spielet auf der Jungfrau Schoß! 
Und dort im Walde wonnesam 








 この詩は、1837 年に創作された。詩は、1 節のみで構成され、6 行で成る。各行は 4 つ
の詩脚を持つ Jambus で書かれており、脚韻は第 1 行と第 2 行、第 3 行と第 4 行、第 5 行











宗教的な歌曲のグループの第 2 曲とした。前奏は 4 小節、後奏は 6 小節で構成され、第 5
行と第 6 行の前に 2 小節の間奏が挟まれている。調性は fis-moll を主調としている。ヴォ

































2 つ要素の作曲に重点を置いている。調性の色合いは、続く第 3 小節からの 2 小節で前半と
は対照的に fis-moll の短調の色合いが強く現れ、幼子の運命を描くために楽曲に与えられ
た陰影としての役割として見ることが出来る。 
第 5 小節のアウフタクトから第 1 行が歌われるが、歌唱声部の旋律はバスの旋律に基づ
いている。歌唱声部において特徴的な部分は第 3、4 行の旋律であろう(譜例 4-3-5)。メーリ 









てⅣの 7 の和音が延ばされている上で、第 11 小節のアウフタクトで歌われることでその言
葉のニュアンスを歌手が表現する時間を与えている。 
 
譜例 4-3-5 〈古画に寄す〉T.9－T.11 
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 第 13 小節からは、前奏のモティーフを h-moll に転調し、4 度上で奏でることで緊張感を
与えている。第 5 行を歌う歌唱声部の旋律は、半音階的な下行の旋律で始まるが、「喜びに
満ちた wonnesam」のところで跳躍する音型で描くことによって、続く行の不穏さとのコ
ントラストを明確にしている。そして、第 17 小節から繰返される間奏は、今度は fis-moll
のピカルディー終止へと進む中、第 6 行の始まりの感嘆詞の「Ach」は、その主音と不協和
的な響きを成す e’’音で歌われる。そして、同じ緑でも第 1 行とは対照的な「芽生えている」
は前の行と同じ旋律で歌われるが、この詩の最も印象的な「十字の幹 Kreuzes Stamm」は、
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４-3-3. 〈明け方に In der Frühe〉 
 
Kein Schlaf noch kühlt das Auge mir, 
Dort gehet schon der Tag herfür 
An meinem Kammerfenster. 
Es wühlet mein verstörter Sinn 
Noch zwischen Zweifeln her und hin 
Und schaffet Nachtgespenster. 
― Ängste, quäle 
Dich nicht länger, meine Seele! 
Freu‘ dich! Schon sind da und dorten 













 詩の構成は、大きく 2 つの部分に分かれる。前半は第 1 行から第 6 行で、4 つの詩脚を持
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つ Jambus である。第 3 行と第 6 行のみが 3 つの詩脚のみを持ち、弱拍で終わる。脚韻は
第 1 行と第 2 行、第 4 行と第 5 行、第 3 行と第 6 行が韻を踏むさまよい韻となっている。
続いて、第 7 行からはダッシュによって前半と区分される。後半の 4 行は、詩脚の数は不


























 この歌曲は、1888 年 5 月 5 日に作曲された。全体は、22 小節で構成され、詩と同様 2 部
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構成となっている。第 1 行から第 6 行までが歌われる前半部分は、第 1 小節から第 10 小節
まで、第 7 行から第 10 行までが歌われる後半部分は、第 11 小節から第 22 小節までであ
る。 
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歌唱声部は、a-moll のドミナントの和音に支配された減 4 度で始まり、下行する旋律に
よって主人公の心情を描写する（譜例 4-3-8）。特徴的な旋律は、第 3 小節の「日がすでに上
ろうとしている dort gehet schon der Tag herfür」を歌う旋律である。この旋律では、gehet
と schon の間に増 4 度音程が使われ、schon と der Tag の間もまた完全 4 度の音程に置か
れており、日が昇ることが歌唱旋律においても強調される。この部分の調性は、C-dur と E-






である。第 3 小節における歌唱旋律において最初に現れる増 4 度音程は、冒頭の減 4 度音
程との対照を通じて、意図的に夜と朝を明確に区切るものとして捉えることが出来る。 
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このほのめかしは、しかしながらすぐに第 6 小節で a-moll と e-moll へ進行することで消
えていき、再び詩の主人公の苦悩が歌われる。歌唱声部は、減 4 度音程で始まる旋律によ
り、主人公の不安定な心情を呼び起こし、「乱れた verstörter」は 4 分音符の長さによる半
音進行によって強調される。この部分は続く第 8 小節で e-moll と h-moll へ進行すること
で、後半の E-dur の「日の出」を音楽的に準備する。歌唱声部では、「夜の幽霊
Nachtgespenster」が、意味の関連した「verstörter」と同じ半音上行する旋律で特徴付け
られている。その一方で、韻律が同じ「部屋の窓 Kammerfenster」とは 5 度下行によって
音楽的にも韻を踏んでいる。 
第 11 小節からは、短 3 度上の E-dur へ調号によって明確に転調し、そのことで陽が昇る
様子が描かれる（譜例 4-3-9）。この調性による描写は、最終的に最初の和音である d-moll
の同主調の D-dur へと達することで、夜と朝のコントラストを明確にする。この部分のピ
アノのモティーフは、第 1 小節で支配的であったものを継続するのだが、調性は明瞭な 1 つ
の調性に留まっている。歌唱声部は、主音から属音へ下行する音価の大きい旋律が中心とな
り、前半とは異なる主人公の内面への呼びかけが際立たされる。そして、この音型は第 14
小節の「喜べ Freu‘ dich!」の言葉で 3 度高い調性によって mf で歌われることにより、内面
的な喜びがより強調される。しかし、この詩の最も重要な言葉である「Morgenglocken」は、














たが、この考察において第 2 曲の「永遠の光」、第 3 曲の「永遠の暁」の言葉においても E-
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4-3-4. 〈祈り Gebet〉 
 
Herr! Schicke was du willt 
Ein Liebes oder Leides 
Ich bin vergnügt, dass beides 
Aus deinen Handen quillt. 
 
Wollest mit Freuden  
Und wollest mit Leiden 
Mich nicht überschütten! 
Doch in der Mitten 












この詩では、第 1 節と第 2 節が別々の詩として創作されている点が、詩を理解する上で
重要である。最初に作られたのは、第 2 節で、これはアグネスが『画家ノルテン』におい
て、自殺する前の、ある朝の祈りとして書かれ、その後一編の詩として『詩集』第 2 版に加
えられた。この『詩集』第 2 版では、1846 年頃に創作されたであろう第 1 節も異なる詩と
して同時に挿入され、同じ「祈り」のタイトルと共に番号が振られていた。現在の形は、『詩
集』第 4 版のもので、この出版の際に 2 つの詩は 1 つの詩としてまとめられた。 
詩の構成は、第 1 節が 4 行、第 2 節が 5 行となる。韻律は、第 1 節では、3 つの強拍を
持つ Jambus であるが、最初の言葉である「主よ！Herr!」という祈りの呼びかけのみが、
本来弱拍である冒頭に置かれることで印象づけられている。一方、第 2 節では、2 つの詩脚
を持つ Daktylus が支配的であり、第 1 節に比べて動きがある詩として描かれている。脚韻
は、第 1 節が第 1 行と第 4 行、第 2 行と第 3 行が韻を踏む抱擁韻の形をとっている。この
第 4 行の韻を形成する第 1 行の「willt」は、ドイツ語の口語の形である67。第 2 節は、第 1





《主よ、御心のままに、わが身の上になしたまえ Herr, wie du willt, so schicks mit mir》
BWV.73（1724）というカンタータがある。g-moll で描かれたこの宗教曲では、人が生き
るということは、本来死に値する悲惨なものであり、神の恩寵と救いを求める一方で、神
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節と第 2 節、第 3 節と第 4 節が韻を踏む対韻の形である。 
 まずこの詩の印象的な箇所を挙げるのであるのならば、第 2 節の第 3 行以降の言葉であ
ろう。詩の主人公は、第 1 節から主題となっている神から来る「愛 Liebes」と「苦しみ Leides」














Mir wird ganz übel, seh‘ ich die Käthe. Gestern hört‘ ich sie dort über die Mauer 
einem Bauerburschen zurufen: Weißt du schon, daß die fremde Mamsell bei uns zur 
Närrin worden ist? Das erzdumme Mensch. Wer ist verrückt？ Niemand ist verrückt. 
Die Vorsehung ist gnädig. Deswegen heißt es auch in meinem heutigen Morgengebet: 
Wollest mit Freuden,/Und wollest mit Leiden/Mich nicht überschütten!/Doch in der 
Mitten/ Liegt holdesBescheiden. Ja, nichts geht über die Zufriedenheit. Gottlob, diese 
hab‘ ich; fehlt nur noch eins, fehlt leider nur noch eins! （執筆者訳） 
                                                               
このアグネスの言葉を通じて、彼女がいかに精神的に追い詰められているのか具体的にな
る。第 2 節の「喜び」も「苦しみ」もどちらも中庸に注いでほしいという願望は、第 1 節の
宗教的な敬虔さとは対照的な苦悩である。しかし、アグネスは、もはや敬虔さを持ち続ける
                                                   
から望むように与えられる苦しみに耐える力を神に求める祈りとなっている。 





「苦しみ」と完全に均等に扱われており、第 2 節の「喜び Freuden」も「苦しみ Leiden」も
どちらも「中庸 in der Mitten」において「快い慎ましさ holdes Bescheiden」があるという
ことが韻律の繋がりもこの点を強く示している。 
 楽曲に目を向けると、ヴォルフが初めて宗教的な歌曲に作曲したこの作品（1888 年 3 月
13 日）には、『画家ノルテン』に見られるような死を目前にした人の祈りのような深刻さは
感じられない。曲全体は、34 小節から成る。前奏は 8 小節で構成され、第 1 節は第 9 小節
から第 16 小節、第 2 節は第 17 小節から第 28 小節までである。後奏は 6 小節で成る。 
 E-dur で始まる前奏は、4/4 拍子で、オルガンで奏でられるようなコラール風の旋律によ
って始まる（譜例 4-3-10）。最初の 2 小節では、主音である E 音がピアノの右手で長く引き
延ばされている下で、アルト声部が半音階的な進行の中で抒情的な旋律を奏でる。この内声
の旋律の印象は、続く第 3 小節以降でソプラノ声部に引き継がれる。第 5 小節からは、属
調である H-dur へ転調しながら、右手は e‘‘音に向かって順次上行する一方で、左手の和音
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美歌のように狭い音域の中でゆったりと歌われる。そして、第 14 小節の「両方 beides」の
みが、前奏同様 H-dur へ転調しながら、e 音への 6 度跳躍で延ばされることで強調されて
いる。 
 第 16 小節から、ピアノがそれまでのオルガン的な音楽から 4 分音符を刻み始めること
で、第 2 節の音楽が始められる。調性は、h-moll と fis-moll の間を揺らめき、歌唱声部の
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さらに詩の内容において特徴的な第 3 行は、第 20 小節の 4 拍目で「mich」の言葉が先取
音的に歌われ、タイで延ばされることでその始まりを印象付ける。この小節は、もう一度 h-
moll の響きの中にあるが、続く「überschütten」では、本来であるなら h-moll の導音であ
る ais へ向かうのだが、a 音へ変えられることで再び fis-moll への半終止へと進行する（譜




















に繰り返されている第 4 行の「中庸において Doch in der Mitten」は、4 度跳躍とため息の
音型による旋律によって詩の主人公の切実な訴えとして描かれている68。「喜び Freuden」
と「苦しみ Leiden」の中庸の中に「慎ましさ Bescheiden」があるという韻律上の繋がりは、
6 度跳躍とため息の音型によって到達した E-dur の属音 h 音からさらにシンコペーション
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第 4 節 《メーリケ歌曲集》における宗教的な歌曲 Ⅱ 
1888 年 10 月に作曲された宗教的な作品への考察 
 






4-4-1. 〈眠れる幼子イエス Schlafendes Jesuskind〉 
 
Sohn der Jungfrau, Himmelskind! am Boden 
Auf dem Holz der Schmerzen eingeschlafen, 
Das der fromme Meister sinnvoll spielend 
Deinen leichten Träumen unterlegte; 
Blume du noch in der Knospe dämmernd 
Eingehüllt die Herrlichkeit des Vaters! 
O wer sehen könnte, welche Bilder 
Hinter dieser Stirne, diesen schwarzen 
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 ヴォルフが、この作品に作曲したのは、1888 年 10 月 6 日である。曲全体は、30 小節で
成る。前奏は、4 小節で、第 1 行から第 4 行が第 5 小節から第 12 小節までで歌われる。後
半の５行は 2 小節の間奏を挟み、第 14 小節から第 22 小節までである。第 23 小節からピア
ノ・パートで前奏と同じ音楽が繰り返された後、第 1 行の幼子への呼びかけが再現される
構成となっている。 
 「非常に十分に保って、そして厳かに」の指示と共に、4/2 拍子で、F-dur で作曲されて
いる。この歌曲は、大きく 2 つの音楽で構成されている。第 1 は、前奏の音楽、第 2 は第
13 小節の間奏で提示された音楽である。第 1 の音楽は、コラールを思わせるリズム進行の
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詩の持つ受難の色合いを感じさせられる音楽があるとするなら、それは「大地に／苦しみ
の木の上で寝入っている am Boden/auf dem Holz der Schmerzen eingeschlafen」の言葉
の下で奏でられるピアノ・パートだろう（譜例 4-4-2）。第 7 小節から始まるこの箇所は、
B-dur へ進行する過程の中で、低音部記号による低い音域で、右手は 2 度と 5 度、左手は
オクターヴと 5 度の和音を交互に奏でていく。この進行は、第 8 小節においてもほとんど
同じ動きで続けられ、第 3 拍で d-moll の属和音を奏でた後、半音階的な進行により B-dur
の属和音に達する。そして、その経過的な短調の響きに加え、右手の 2 度の和音が受難の色
合いを感じさせる陰影を与えている。この第 8 小節の第 3 拍で鳴り響く d-moll の属和音の
形は、サムズが指摘している通り、〈古画に寄す〉において「十字架の幹 des Kreuzes Stamm」
において鳴り響く和音と同一である（Sams 1992：104）。そして、画家によるこのコントラ
ストの残酷さが続けて歌われるが、「苦しみの木」と対照的な言葉である「君の軽い夢
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第 2 の音楽は、Es-dur で主音 Es 音から下行する旋律であるが、この旋律は、前奏のコ
ラール的なリズムと対照的に付点のリズムによって、この歌曲に劇的な性格を与えている
（譜例 4-4-3）。歌唱声部は、このピアノの音型の反復の上で、as‘‘音へ達する旋律によって




つげ diesen schwarzen Wimpern」に向けて音楽は高揚していくが、この部分は pp で「柔
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4-4-2. 〈受難週 Karwoche〉 
 
O Woche, Zeugin heiliger Beschwerde! 
Du stimmst so ernst zu dieser Frühlingswonne 
Du breitest im verjüngsten Strahl der Sonne 
Des Kreuzes Schatten auf die lichte Erde 
 
Und senkest schwigend deine Flöre nieder 
Der Frühling darf indessen immer keimen 
Das Veilchen duftet unter Blütenbäumen 
Und alle Vöglein singen Jubellieder 
 
O schweigt, ihr Vöglien auf den grünen Auen! 
Es hallen rings die dumpfen Glockenklänge, 
Die Engel singen leise Grabgesänge; 
O still, ihr Vöglein hoch im Himmelblauen! 
 
Ihr Veilchen, kränzt heut keine Lockenhaare! 
Euch pflückt mien frommes Kind zum dunkeln Strauße, 
Ihre wandert mit zum Muttergotteshause, 
Da sollt ihr welken auf des Heern Altare. 
 
Ach dort, von Trauermelodien trunken, 
Und süß betäubt von schweren Weihrauchdüften, 
Sucht sie den Bräutigam in Todesgrüften, 

































                                                   
69 初版の第 5 節は以下のとおりである。Wird sie sich dann in Andachtslust 
versenken,/Und sehnsuchtsvoll in süße Liebes-Massen/Den Himmel und die Welt 
zusammenfassen,/So soll sie mein－auch mein! Dabei gedenken 
敬虔な欲求に浸り／そして甘い愛に憧れに満ち／天と世界を一つにする／それ故、私のも
のとなるべきだ。私のものにも！それについて思い出す。 
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られ、『画家ノルテン』と『詩集』に掲載された。 
詩は、1 節が 4 行で構成され、5 節で成る。各行は 5 つの詩脚を持つ Jambus の形をと









性の 2 つの主題が詩の中に存在しており70、それは 2 つの対照的な情景、すなわち第 1 節と
第 2 節における春の晴れやかさを象徴する小鳥のさえずりとすみれの香り、第 3 節と第 4
節における宗教性の象徴として教会を示すしめっぽい鐘の響きと主の祭壇として描かれて
いるこが指摘されている。その上で、第 4 節ですみれが主の祭壇に捧げられるという行為
を通じて、この 2 つの対照的な主題は結びつく71。その結末は、第 5 節に集約される。第 3
行の「聖なる週は墓室に花婿を探す Sucht sie den Bräutigam in Todesgrüften」は、キリ















72 この翻訳は、『詩集』（森 2000：90）より抜粋している。 







ヴォルフの作曲に目を移すと、この歌曲は 1888 年 10 月 8 日に作曲された。曲全体は 65
小節からなる。前奏は置かれず、第 1 節は、第 1 小節から第 16 小節まで、第 2 節は第 17
小節から第 27 小節までである。2 小節の間奏をはさみ、第 3 節は第 30 小節から第 37 小節
までで成る。再び 1 小節の間奏を挟んだ後、第 4 節は第 39 小節から第 46 小節までで、第




て成り立っているのだが、この歌曲において、第 1 節と第 5 節は類似した音楽ではあるが、
原則的に場面ごとに完全に通作的に作曲されている。しかし、その中心的な音楽的根拠は詩
の中に存在する。それは「しめっぽい鐘 die dumpfen Glockenklänge」、「全ての小鳥 alle 
Vöglein」が歌う「喜びの歌 Jubellieder」、そして、「弔いの歌 Grabgesäng」、もしくは「悲
しみの旋律 Trauermelodien」である。 
最初のモティーフは、歌曲の冒頭から示される。「遅く Langsam」の指示と共に 2/2 拍子
で始まるこの曲では、As-dur の調性の中で、第１拍目に主調の主和音を形作る as 音と c 音
が鳴り響いた後、属音 es 音に対する倚音として fes 音が左手で印象的に響く（譜例 4-4-4）。





Frühlingswonne」と「十字架の影 Des Kreuzes Schatten」の作曲について、調性の扱いに
着目している。第 7 小節で歌われる「春の喜び」は、半音階的な動きによって C-dur に転
調し、すぐに Es-dur へ転調するが、シュマルツリートは「既に次の和音において響きをメ
ディアントの Es-dur へいかに暗くしたかということは、調性の象徴として意義深い」と考 
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察している（Schmalzriedt 1984：52）。この部分をさらに細かく考察すると、第 1 節第 1
行の「聖なる苦痛 heiligen Beschwerde」の言葉をきっかけに es-moll へ転調した後、第 7









第 2 のモティーフである小鳥が歌う「喜びの歌」は第 28 小節からピアノによって奏でら
れるが、この音楽は第 2 節の第 2 行から第 4 行の歌唱声部がきっかけとなって現れる（譜
例 4-4-5）。第 20 小節までは、厳かな受難週の教会の雰囲気が支配的であったが、それと対
となる春を象徴する具体的なモティーフを歌う第 2 節の第 2 行から B-dur へ転調し、歌唱
声部は as‘‘音にまで達する高音域を使った躍動感のある旋律によって歌われる。ヴォルフは、
この歌曲では詩の形式的なつながりよりも、言葉の意味合いに重点を置いていることが明
                                                   
73 シュマルツリートは、この h-moll の使用についてバッハの《マタイ受難曲》の第 45 曲
b において合唱によって 2 度目に「十字架につけろ！Laß ihn kreuzingen!」と歌われる箇
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確である。そして、Es-dur に転調し、小鳥の「喜びの歌」の下で、第 3 節が歌われるが、
第 4 節は、as-moll へ転調し、一転して陰影を持つ順次下行によるカンタービレな旋律によ
って歌われる（譜例 4-4-6）。これは、第 3 の「弔いの歌」と捉えることが出来る。 
第 5 節は、第 1 節の繰り返しである。ここでは、C-dur で奏された第 1 節の「春の喜び」
の箇所に「たれこめる香煙 Weihrauchdüften」という宗教的な情景が、h-moll で描かれた
第 1 節の「十字架の影」には、「愛と春 Lieb und Frühling」という春の情景が歌われる。
詩の持つ 2 つの主題の結びつきは、第 5 節で音楽においても描かれ、そして、最後に描か
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4-4-3. 〈新年に Zum neuen Jahr〉 
Kirchengesang 
 
Wie heimlicher Weise 
Ein Engelein leise 
Mit rosigen Füßen 
Die Erde betritt, 
So naht der Morgen. 
Jauchzt ihm, ihr Frommen, 
Ein heilig Willkommen, 
Ein heilig Willkommen! 
Herz, jauchze du mit! 
 
In Ihm sei’s begonnen, 
Der Monde und Sonnen 
An blauen Gezelten 
Des Himmels bewegt. 
Du, Vater, du rate! 
Lenke du und wende! 
Herr, dir in die Hände 
Sei Anfang und Ende, 

























Melodie aus Axur: „Wie dort auf den Auen“」と続けられる。これは、サリエリのオペラ
《オルモス王のアクスール Axur, König von Ormus》（1788）のことを指す。原語は、イタ
リア語だが、ドイツ語訳の楽譜も現存している。メーリケの詩集には、ドイツ語の詩が掲載
されているので、その旋律のための異なる詩を創作したと考えられる。実際のオペラでは、
第 2 幕にバスのアルテネオ Arteneo によって歌われる。森によると、メーリケはこのオペ
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ラをシュトゥットガルトで観たようである（森 2000：245）。 
詩は、1 節が 9 行で構成され、2 節で成る。各行は、2 つの詩脚を持ち、Daktylus が支配
的である74。脚韻は、両方の節に共通し、第 1 行と第 2 行、第 5 行から第 8 行、第 4 行と第
9 行が韻を踏んでいる。 
この詩は、表題の通り、新年の朝を歓迎する歌である。第 1 節では、太陽を「天使 Ein 
Engelein」に例え、「バラ色の足取り Mit rosigen Füßen」という比喩を通じて、日が昇る
様が描かれ、歓迎する。第 2節では、その日の始まりについて、神の「御手の中 in die Hände」
に、「全てがあらんこと Sei alles gelegt!」という神への絶対的な信頼が歌われる。 
 ヴォルフが、この作品に作曲したのは、1888 年 10 月 5 日である。4/8 拍子で A-dur で始
まるこの歌曲は、全 40 小節で構成されている。前奏は 4 小節で、第 1 節は、第 5 小節から
第 14 小節までで、3 小節のピアノの間奏を挟み、フェルマータによって区切られている。
第 2 節は、第 18 小節から第 35 小節までで、後奏は歌唱声部が最後の「legt」を歌う下で始
まり、6 小節で成る。 
この歌曲は他の宗教的な歌曲のような葛藤はなく、極めて明朗な音楽である。前奏は、「最





始まりの e‘‘音から転調しながら上行していき、「歓迎 willkommen」の言葉で h‘‘音にまで達
し、その音楽的な高揚は、間奏において ff で演奏されるピアノに引き継がれる。 
第 18 小節から G-dur に転調し、第 2 節は、p で「幾らかより穏やかに ein etwa ruhiger」 
という指示で歌われる。その旋律において、まず印象に残るのが、朝に対する代名詞の「Ihm」
がタイで延ばされていることである。これは、後半の音楽的発展の先取りであろう（譜例 4-
4-8）。第 24 小節以降の第 5 行からの神への祈りが「非常に内面的に sehr innig」の指示で
始まる。「導き Lenke」という言葉では、「より生き生きと belebter」という指示が置かれ、
タイで延ばされることで強調される。第 28 小節から、ピアノで第 1 節の音楽が奏でられる
が、歌唱声部は、A-dur の属音 e‘‘音から下行するモティーフを繰り返しながら、全音ずつ上 
                                                   
74 原本となっている《そこの草地で Wie dort auf den Auen》も、同じリズムである。 
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行していく。さらに、神の絶対的な領域を示す「初め Anfang」、「終わり Ende」の言葉も
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4-4-4. 〈眠りに寄す An den Schlaf〉 
 
Schlaf! Süßer Schlaf! Obwohl dem Tod wie du nichts gleicht, 
Auf diesem Lager doch willkommen heiß ich dich! 
Denn ohne Leben so, wie lieblich lebt es sich! 
So weit vom Sterben, ach, wie stirbt es sich so leicht! 
 








訳で、1838 年 3 月 10 日頃の作品である。メーリケは友人ハルトラウプへの手紙の中で 10
年前にも一度翻訳を試みたが満足いかず、再度挑戦したと述べている（森 2000: 247）。 
 詩の構成は、4 行から成る 1 節の詩で、各行は 6 つの詩脚を持つ Jambus である。脚韻
は、第 1 行と第 4 行、第 2 行と第 3 行が韻を踏む抱擁韻の形をとっている。 
 この詩は、「眠り Schlaf」を擬人化し、韻律上においても弱拍である冒頭から呼びかける
ことで始まる。そして、この眠っているという行為の姿は、「死 Tod」と似ているが、自分
















際、第 2 章で考察した父親への歌曲集を考案したのもまた、1887 年の秋ごろである。また、
ヴォルフは、父の死に「不安と苦労の連続」から「柔らかな死」による解放を見出している。








 ヴォルフがこの詩に作曲したのは、〈新しい愛〉と同じく 1888 年 10 月 4 日である。この
歌曲は、全 34 小節から成り、大きく 2 部構成となっている。前奏は 4 小節で、第 1 行と第
2 行による前半部分は、第 5 小節から第 14 小節までである。後半は 2 小節の間奏を挟んだ
後、第 17 小節から第 28 小節までで、後奏は 7 小節で構成されている。 
 pp の指示と共に、4/4 拍子で、As-dur で始まるこの歌曲も、全体をまとめるモティーフ
が前奏の第 1 小節に集約されている（譜例 4-4-9）。このモティーフは、旋律において主和
音の構成音である c‘‘音が、第 3 拍で属和音に進行するが、掛留音として第 4 拍まで延ばさ
れ、裏拍で b 音へ下行する。また、第 3 拍では、アルトに置かれた属和音の根音である es
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 第 5 小節から、歌唱声部は前奏に類似した音楽を通じて、「眠り」へ呼びかけることで始
まる。詩の韻律上弱拍に置かれたが、行の頭に置かれることで印象付けられている「眠りよ




る（譜例 4-4-10）。第 8 節で、「お前ほど死に似ているものはないのだが Obwohl dem Tod 
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 第 8 小節で描かれた異名同音の転調のやり方は、第 17 小節で As-dur から E-dur への転




「死から遠ざかると、あぁ、なんとたやすく死を迎えるか！So weit vom Sterben, ach, wie 
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後奏は、第 32 小節における高い音域に向かって上行し、明瞭な E-dur の和音を響かせた
後、オクターヴ低い主和音をもう一度鳴り響かせてこの歌曲を閉じる。 











譜例 4-4-12《トリスタンとイゾルデ》より第 3 幕 イゾルデによる〈愛と死〉より 
 
 Reprint with kind permission by Edition Peters Leipzig 
 























の転用と共に 2 重の意味づけをこの作曲に見出すことが出来る。 
 
 
4-4-5. 〈新しい愛 Neue Liebe〉 
 
Kann auch ein Mensch des andern 
Auf der Erde ganz, wie er möchte, sein? 
_In langer Nacht bedacht‘ ich mir’s und mußte sagen: nein! 
 
So kann ich niemands heißen auf der Erde, 
Und niemand wäre mein? 
_Aus Finsternissen hell in mir aufzückt ein Freudenschein: 
 
Sollt‘ ich mit Gott nicht können sein, 
So wie ich möchte, Mein und Dein? 
Was hielte mich, daß ich’s nicht heute werde? 
 
Ein süßes Schrecken geht durch mein Gebein! 
Mich wundert, daß es mir ein Wunder wollte sein, 
Gott selbst zu eigen haben auf der Erde! 



















発表された。その後、『詩集』第 3 版にも収録された。筆者の日本語訳において、第 1 節第
1 行の des は男性名詞の 2 格であり、通常であるならその前の Mensch にかかるが、ここ
では sein を「（2 格の名詞の）属性を持つ」と解釈した。また、heißen もこの sein と同様
に翻訳した。 
詩の構成は、各節が 3 行から成り、4 節で構成されている。ドイツの詩には Terzine76と
Ritornell77というイタリアに由来する 3 行詩の定型が存在するが、それぞれに特徴的な脚韻
がこの詩には当てはまらない。この詩では、第 1 節と第 2 節においては、第 2 行と第 3 行




                                                   
76 Terzine は 3 行 1 節で第 2 行が次節 1・3 行と韻を踏む詩形。 
77 Ritornell では第 1・3 行が韻を踏み、第 2 行は押韻しない。 
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続く第 2 節で、改めてこうした関係がないのか熟考すると、再びダッシュによって区切








詩の韻律の観点においては、第 1 節では、各行の詩脚は、自由だが、リズム的には Jambus
が基本となっている。しかし、最初の 2 行においては Trochäus が支配的となっている。 
ヴォルフが、この詩に作曲したのは 1888 年 10 月 4 日である。この曲は、曲集の中では
第 30 曲として〈慰めはどこに？〉の前に置かれた。 
曲全体は、全 36 小節で成る。2 小節の前奏の後、第 1 節の第 1 行と第 2 行が第 3 小節か
ら第 6 小節まで、1 小節の間奏を挟み第 1 節の第 3 行が第 8 小節から第 11 小節まで歌われ
る。第 2 節は、2 小節の間奏を挟んだ後、第 13 小節から第 19 小節までである。再び 2 小
節の間奏を挟み、第 3 節は、第 20 小節から第 24 小節までで、続けて第 4 節が第 25 小節か




















前奏において特徴的な音が使われている点である。前奏では、B-dur の第 3 音 d‘‘音から主
音の b‘音へ下行し、さらに属音 f 音へ下行するのだが、f 音の前に倚音である ges 音が鳴り
響く。B-dur の音階から離れたこの音は、極めて強く耳に残る。この音は、前奏のモティー
フによって歌われる第 1 節の第 1 行の音では、c-moll への転調のために属音 g 音へ向かう
刺繍音として扱われているが、第 4 節が歌われている第 26 小節で再度現れる。ここでは前
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て捉えられている勝利の調性としての D-dur、三位一体の調性としての Es-dur が、詩にお
いて描かれている神の絶対的な愛に対するヴォルフの解釈の象徴として扱われているので
ある78。この調性と言葉の結びつきは、ピアノにおいて重要な役割を担っている。B-dur で
始まるこの曲は、第 4 小節から c-moll へと転調していく。ヴォルフは、メーリケがダッシ




後に、神の愛を感じさせる光を描いたもう一つのダッシュの行である第 2節の第 3 行では、
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そして、この es-moll は,続く間奏で Des-dur へと転調する。これは、最初のダッシュにお
                                                   
78 シューバルトは、D-dur を「勝利、ハレルヤ、戦争の叫び、勝利の歓喜の調である」と
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第 4 節では再び主調である B-dur に戻るが、ここで特徴的な点は、第 25 小節の 3 拍目で






後奏では、再度第 25 小節の D-dur を用いたファンファーレが再び繰り返された後、第
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4-4-6. 〈慰めはどこに？Wo find ich Trost〉 
 
Eine Liebe kenn’ich, die ist treu, 
War getreu, so lang‘ ich sie gefunden, 
Hat mit tiefen Seufzen immer neu, 
Stets versöhnlich, sich mit mir verbunden. 
 
Welcher einst mit himmlischem Gedulden 
Bitter bittern Todestropfen trank, 
Hing am Kreuz und büßte mein Verschulden. 
Bis es in ein Meer von Gnade sank. 
 
Und was ist’s nun, daß ich traurig bin. 
Daß ich angstvoll mich am Boden winde? 
Frage: „Hütter, ist die Nacht bald hin?“ 
Und: „was rettet mich von Tod und Sünde?“ 
 
Arges Herze! Ja, gesteh‘ es nur, 
Du hast wieder böse Lust empfangen; 
Frommer Liebe, frommer Treue Spur, 
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Ja, das ist’s auch, daß ich traurig bin, 
Daß ich angstvoll mich am Boden winde! 
Hütter, Hütter, ist die Nacht bald hin? 






この詩は、1827 年頃の作品で、1829 年 4 月 17 日に刊行された『朝刊紙』にて発表され、
その後『画家ノルテン』に挿入され、『詩集』においても、アグネスが自殺する直前にヘン
ニと共に「ため息」と共に並べられている。詩の形式は、各節が 4 行で構成され、5 節で成
る。各行は 5 つの詩脚を持つ Trochäus で、脚韻は、第 1 行と第 3 行、第 2 行と第 4 行が
韻を踏む交差韻の形をとっている。 
 この詩は、「ヤコブの手紙」第 1 章第 14－15 節「人はそれぞれ自分の欲にひかれ、おび
き寄せられて誘惑されるのです。欲がはらむと罪を生み、罪が熟すると詩を生みます」とい
う聖句を下敷きに創作されている（森 2000：247）。また、第 3 節と第 5 節に詩の主人公が







 第 1 節は、「1 つの愛 eine Liebe」という強調の仕方によって神の絶対的な愛を示し、そ
れを初めて知った時のことを詩の主人公が語り始める。第 2 節は、キリストの十字架につ
いて語り、第 3 節は先の「イザヤ書」からのモティーフを用いて、神の愛を裏切った自分が
どのようにして「罪 Sünde」と「死 Tod」から逃れられるか「夜回り」に問う。第 4 節は、
自分自身に罪の告白を迫り、第 5 節では、もう一度「夜回り」に救いの道を問いただすので
ある。 
信仰の葛藤を描いた詩だが、注目すべきは第 4 節の第 2 行であろう。この第 2 行の「お
前は、再び悪い欲求を授かったのだ Du hast wieder böse Lust empfangen」という言葉か
らは、メーリケの詩作という観点において「ペレグリーナ体験」が思い起こされる。〈ペレ
グリーナⅠ〉の第 7、8 行では「そして、私が無鉄砲に私と君を燃え立たせたいのか／微笑





















 ヴォルフがこの作品に付曲したのは 1888 年 10 月 6 日である。曲全体は、60 小節から成
る。前奏は 4 小節で、第 1 節は第 5 小節から第 12 小節まで、第 2 節は第 13 小節から第 20
小節までである。2 小節の間奏を挟み、第 3 節の第 1 行と第 2 行が第 23 小節から第 25 小
節まで、1 小節の間奏を挟み、第 3 節の第 3 行と第 4 行が第 27 小節から第 30 小節までで
構成されている。4 小節の間奏を挟んで、第 4 節は、第 2 節に類似した音楽によって第 35
小節から第 42 小節まで歌われる。再び 2 小節の間奏を挟み、第 5 節は、第 3 節と同じ音楽
で第 45 小節から第 52 小節までで成る。後奏は 8 小節である。詩の内容は、極めて重々し
いが、音楽の形式は簡潔である。ヴォルフは、詩において第 3 節と第 5 節が類似している
点を音楽に反映させるために、この歌曲の形式を A-B-C-B‘-C‘の構成を取ったと推測が出来
る。 
 c-moll の 4/4 によって始まるこの歌曲の前奏は、c-moll の第 3 音から半音階で下行する
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「ため息」のモティーフによって成り、それを変奏しながら構成されている（譜例 4-4-18）。
この「ため息」のモティーフの音楽的根拠を詩の中に見出すとするなら、第 1 節第 3 行の
「深いため息と共に mit tiefem Seufzen」が挙げられよう。このモティーフは、f で始まり、
ディミヌエンドされるが、一方ピアノのそれ以外の声部は、第 1 小節に限って言えば、反行
しており、音楽的な緊張感が高められている。その中で、さらに第 1 小節の 3 拍目におい
て、右手の es 音と fis 音の不協和的な響きが耳に残る。この es 音は、和声構成音であり、
fis 音は 1 拍目の es 音から 4 拍目の g 音への半音階進行における経過音であるが、この音
が同時に鳴り響くことについて、ユーエンスは、第 13 小節の Ges 音の予告と解釈している











© Copyright by Musikwissenschaftlicher Verlag, Wien. 








81 この箇所は、半音階的に転調し、es-moll から最も離れた D-dur に到達する。そして、
この長調の響きの中で、第 2 節の第 4 行「恩寵の海へと沈むまで Bis es in ein Meer von 
Gnade sank」が歌われ、間奏における As-dur へとその長調の響きは引き継がれる。この
音楽は、詩の主人公が罪の告白を迫る第 4 節によって繰り返され、第 4 行の「あぁ、それ
は今や過ぎ去ったのだ Ach, das ist auf lange nun vergangen」という言葉が第 2 節の第 4
行と同じ旋律で歌われることで神の愛の喪失はアイロニー的に描かれている。 
























   シューマンは、シャープとフラットの原則について考察している。彼の同時代者たち
のように彼は絶えず上昇するシャープと絶えず下行フラットのイメージと、その円
（5 度圏）のイメージを混同している。そこでは、その 2 つのイメージが Fis と Ges


















歌曲に視点を戻すと、第 5 小節から前奏のモティーフによって第 1 節は歌われる。そし
て、第 9 小節から「深いため息と共に Hat mit tiefen Seufzen」が歌われるところでは、Es-
dur へ転調し、前奏の音型は再びピアノにおいて 3 度高く変奏される。前曲においても、
Es-dur は後奏において短く現れたが、この平行調への転調についてユーエンスは「最初の





形式的な反復により前奏の音楽によって第 3 節は歌われるが、第 3、4 行ではピアノにお
いて再び《パルジファル》のモティーフの転用が見出される。ここでは、歌唱声部が「夜回
り Hütter」への問いかけをこの曲の最高音である as‘‘音に達する旋律で訴えかけている。
ピアノは、前奏のモティーフを es-moll で奏で、そのモティーフの間に es 音の 16 分音符と
3 連符の同音反復が挟まれる。これは、《パルジファル》の第 1 幕において、アンフォルタ
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スの父ティトゥレルが息子に向かって「わしは、今日もまた聖盃を目にし、生きていても良
いのか？わしは死なねばならぬのか、救い主に導かれずに？Soll ich den Gral heut‘ noch 
erschau’n und leben?/Muß ich sterben, vom Retter ungeleitet?82」と語る場面で、ティン
パニによって奏でられる音の転用として今日考えられている83。そして、このモティーフは、
続く第 4 節と、形式上第 3 節と対応する第 5 節の後の後奏への橋渡しの役割が与えられ、
歌曲の終わりまで繰り返される。 
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 キリスト教の神の導きに対する葛藤を描いた〈祈り〉の後に置かれた後半の 3 曲では、ま
                                                   































になった。そして、この「苦悩」は、既に第 2 章のビーテロルフにおいて表れており、第 1



































 そして、このグループの最後に置かれた 2 つの歌曲のペアは、この宗教的な葛藤におい
てもいわば「原因と結果」のように、神の絶対的な愛と人間の原罪における「苦悩」が対比














































































ーリケ歌曲集》においても同様である。そして、2 つの歌曲集、《女声のための 6 つの歌曲》
と《6 つの詩》では、前者が女性の恋愛と母性という 2 つの側面を描き、後者では、終曲に
見られる憩いとしての死へ向かう中で、宗教的な導きと人間的な葛藤が対比的に描かれて
いる。この表現には、詩の選択のみではなく、その配列が重要であった。《女声のための 6









































































特徴的な「注がないでほしい mich nicht überschütten」というアウフタクトから始まる
Daktylus のリズムを Trochäus へと変更することで、「mich」を強調し、より感情的に解釈
している。続く〈眠りに寄す〉では、《6 つの詩》の〈おやすみ、おやすみ〉で使用した as
音の読み替えによって As-dur から E-dur へ転調するという手法によってショーペンハウ
アー的とも読み取れる「眠り」と「死」との近似性を描いた。さらに、この作品では《トリ








光は、再び E-dur の響きの中に見ることが出来るのである。 





























赤井慧爾 1994 『ゲーテの詩とドイツ民謡』東京：東洋出版。 
朝枝倫子 1997 「C.F.シューバルトの『調の性格付け』とベートーヴェンの歌曲における
調の選択」『お茶の水女子大学人文科学紀要』第 50 巻：227－243。 
浅野洋介 2008 「シューベルトの冬の旅に関する考察－調性の観点を中心に－」平成 19
年度武蔵野音楽大学修士論文。 
礒山雅  1999 「ワーグナーにおける救済概念の深化」『美学』第 50 巻 2 号：49－60。 
礒山雅  2008 『マタイ受難曲』東京：東京書籍。 
一ノ瀬恒夫 2008 『ドイツ詩学入門』東京：大学書林。 
稲田隆之 2007 「フーゴ・ヴォルフの《メーリケ詩集》におけるリート作曲技法－詩の
韻律と歌唱声部の関係の分析－」『音楽学』第 53 巻第 3 号：145－157。 
稲田隆之 2007 「ドイツ詩における音楽的要素とドイツ・リートにおける歌唱旋律の関
係：ヴォルフの〈エオリアン・ハープに寄せて〉を例に」『香川大学教育学
部研究報告第Ⅰ部』第 128 号：25－40。 
稲田隆之 2009 「ヴァーグナーの《パルジファル》におけるユートピアの理想と現実－
〈聖金曜日の奇蹟〉における詩の韻律と音楽の方形化の問題－」『香川大学
教育学部研究報告第Ⅰ部』第 131 号：1－10。 
岩元修  2006 「体験詩から象徴詩へ：メーリケの『ペレグリーナ』詩群について」『大
阪府立大学紀要（人文・社会科学）』54：19－31。 
ヴェルバ、エリック 1979 『フーゴ・ヴォルフ評伝－怒れるロマン主義者－』 東京：
音楽之友社（佐藤牧夫、朝妻令子共訳）〔Werba, Erik 1971 Hugo Wolf 
oder der Zornige Romantiker. Wien：Molden-Taschenbuch.〕 
梅林郁子 2013 「フーゴー・ヴォルフの音楽批評における《ローエングリーン》」『鹿児
島大学教育学部県境紀要 人文・社会科学編』65 巻 87－100。 
梅林郁子 2014 「フーゴー・ヴォルフの合唱曲《6 つの宗教的な歌曲》研究：旋律におけ
る音階の用法を中心に」『鹿児島大学教育学部県境紀要 人文・社会科学編』
66 巻 33－48。 
 215  
 
大石昌史 2013 「音楽と言葉－ショーペンハウアー、ワーグナー、ニーチェの比較を通
じて」『芸術学』第 16 号 83－107。 
大貫隆他 2002 『岩波キリスト教辞典』東京：岩波書店。 
岡田朝雄他 2000 『ドイツ文学案内』東京：朝日出版社。 
カーナー、モスコ 1986 『ヴォルフ/歌曲』河村譲二訳 東京：イーエムアイ音楽出版株
式会社〔Carner, Mosco 1983 Hugo Wolf Songs. London：BBC Books.〕 









4 号 17－38。 
高辻知義 2015 『ワーグナー パルジファル』（オペラ対訳ライブラリー） 東京：音楽
之友社。 
デチャイ、エルンスト 1966 『フーゴー・ヴォルフ』猿田悳、小名木栄三郎共訳 東京：
音楽之友社〔Decey, Ernst 1921 Hugo Wolf Berlin：Schuster & Loeffler.〕  
ドルシェル、アンドレアス 1998 『ヴォルフ』樋口大介訳 東京：音楽之友社〔Dorschel, 
Andreas 1985 Hugo Wolf mit Selbstzeugnissen und Bilddokumenten. 
Reinbeck: Rowohlt Taschenbuch Verlag.〕 
樋口克己 1997 「ニーチェに受け継がれたペシミズム」『ショーペンハウアー研究』第 3
号 82－94。 
藤本淳雄他 2002 『ドイツ文学史』東京：東京大学出版会。 
藤野一夫 2000 「シンポジウム提題『パルジファル』と芸術宗教の系譜」『ショーペンハ
ウアー研究』第 5 号 76－89。 
ベーン、マックス・フォン 2000 『ビーダーマイヤー時代－ドイツ 19 世紀前半の文化と
社会』第 2 版 飯塚信雄他訳 東京：三修社 〔Boehn, Max von 1911 
 216  
 
Biedermeier. Deutschland von 1815－1847, Berlin：Bruno Cassirer〕 
マルティーニ、フリッツ 1979 『ドイツ文学史』高木実他訳 東京：三修社〔Martini, 
Fritz 1978 Deutsche Literaturgeschichte von den Anfängen bis zur 
Gegenwart. Stuttgart：Alfred Kröner Verlag.〕 
三宅幸夫他 2002 『ワーグナー事典』東京：東京書籍。 
宮下健三 1981 『メーリケ研究 文学における多様性の調和とその成立過程』南江堂。 
森孝明 1986 「メーリケのソネット」『愛媛大学教養部紀要』No.19-1：171－198。 
森孝明 1987 「メーリケ文学における風景描写－青年期の詩を中心に－」『愛媛大学教養
部紀要』No.20－2：469－494。 
森孝明 1990 「画家メーリケと文学の絵画性」『愛媛大学教養部紀要』No.23-3： 
77－93。 
森孝明 1992 「19 世紀中葉の詩的状況とメーリケの詩作」『愛媛大学教養部紀要』No.25
－3：140－150。 
森孝明 2000 『メーリケ詩集』東京：三修社。 
 
矢原徹一 1988 「イラクサ」世界大百科事典第 2 巻 平凡社：561－562 
 
横溝眞理 1997 「アイヒェンドルフの宗教文学論」『聖霊女子短期大学紀要』第 25 号：
114－122。 
横溝眞理 2002 「アイヒェンドルフとティーク」『聖霊女子短期大学紀要』第 30 号：42
－53。 
吉田国臣 1994 「アイヒェンドルフ文学の宗教性」『星薬科大学一般教育論集』第 12 号：
1－13。 





Egger, Rita 1963 Die Deklamationsrhythmik Hugo Wolfs in historischer Sicht Tutzing：
Hans Schneider. 
 217  
 
Eppstein, Hans 1989 “Zum Problem von Hugo Wolfs Liedästhetik” Archiv für 
Musikwissenschaft Jahrgang XLVI Heft 1：70－85. 
Erwe, Hans-Joachim 1987 Musik nach Eduard Mörike Hamburg ： Verlag der 
Musikalienhandlung. 
Fischer-Dieskau, Dietrich 2003 Hugo Wolf Leben und Werk Berlin：Henschel. 
Geyer, Hans-Herwig 1991 Hugo Wolfs Mörike-Vertonungen Kassel：Bärenreiter-Verlag. 
Glauert, Amanda 1999 Hugo Wolf and the Wagnerian Inheritance Cambridge: 
Cambridge University Press. 
Jestremski, Margret 2002 Hugo Wolf Skizzen und Fragmente  Hildesheim: Georg Olms 
Verlag. 
Jestremski, Margret 2011 Hugo Wolf Werkverzeichnis Kassel :Bärenreiter Verlag.  
Jost, Peter 1996 “Lied(4. Das Klavierlied seit dem 18. Jahrhundert, b. 19.Jahrhundert)” 
Die Musik in Geschichte und Gegenwart Sachteil vol.5：1292－1302 
Jost, Peter 1996 “Wolf, Hugo” Die Musik in Geschichte und Gegenwart Personenteil 
vol.17：1075－1102 
Just, Martin 1989 „Modellrepetition in Hugo Wolfs Mörike Liedern“ Liedstudien：
Wolfgang Osthoff zum 60. Gebutstag herausgegeben von Marin Just und Reinhard 
Wiesend  Tutzing:Hans Schneider：403－440. 
Loewen, Wesley Jam 1983 The relationship of text and vocal aspects in the Mörike songs 
of Hugo Wolf DMA. Cansas City University.  
Mayer, Mathias 1996 “Mörike, Eduard” Die Musik in Geschichte und Gegenwart 
Personenteil vol.12：474－476  
Mohr Geog 1996 “Schopenhauer, Arthur” Die Musik in Geschichte und Gegenwart 
Personenteil vol.15：7－10 
Sams, Eric 1992 The songs of Hugo Wolf London：Faber and Faber. 
Schmalzriedt, Siegfried 2003 “Hugo Wolfs Vertonung von Mörike Gedicht “Karwoche”” 
Archiv für Musikwissenschaft Jahrgang XL 1, Heft1：42－53. 
Spitzer, Leopold 2010 Hugo Wolf Brief Band1 Wien：Musikwissenschalftlicher Verlag. 
Spitzer, Leopold 2010 Hugo Wolf Brief Band2 Wien：Musikwissenschalftlicher Verlag. 
Spitzer, Leopold 2010 Hugo Wolf Brief Band3 Wien：Musikwissenschalftlicher Verlag. 
 218  
 
Spitzer, Leopold 2010 Hugo Wolf Brief Band4 Wien：Musikwissenschalftlicher Verlag. 
Steblin, Rita 2002 A History of Key Characteristics in the Eighteenth and Early 
Nineteenth Centuries （Second Edition）Rochester : University of 
Rochester Press. 
Thorau, Helmut 1970 “»In der Frühe«Mörike»Zeit«in Hugo Wolfs Musik“ Hugo Wolf
（Musik-Konzepte 75）：83－101. 
Thürmer, Helmut 1970 Die Melodik in den Liedern von Hugo Wolf München ：
Musikverlag Emil Katzbichler. 
Walker, Frank 1951 Hugo Wolf, A Biography Princeton : Princeton University Press. 
Youens, Susan 1992 The vocal music Princeton : Princeton University Press. 




Mörike, Eduard 1867 Gedichte vierte vermehrte Verlage. Stuttgart：J.G. Cotta. 
Mörike, Eduard 1890 Gedichte vermehrte Verlage. Stuttgart：Göschen’ische Verlag. 
Mörike, Eduard 1987 Maler Nolten/herausgegeben von Heide Eilert. Stuttgart：Reclam. 
Eichendorff, 2006 Sämtliche Gedichte /herausgegeben von Hartwig Schultz. Frankfurt：
Deutscher Klassikerverlag. 
シュトルム、テオドール 1993 『メ―リケの思い出』宮下健三訳（大学書林語学文庫） 
東京：大学書林〔Sturm, Theodor 1877 “Meine Erinnerungen an 
Eduard Mörike”〕 
ショーペンハウアー、アルトゥール 2017 『意志と表象としての世界Ⅰ』西尾幹二訳 （中
公クラシックス）東京：中央公論新社〔Schopenhauer, Arthur 1819 
Die Welt aus Wille und Vorstellung〕 
ショーペンハウアー、アルトゥール 2017 『意志と表象としての世界Ⅱ』西尾幹二訳 （中
公クラシックス）東京：中央公論新社〔Schopenhauer, Arthur 1819 
Die Welt aus Wille und Vorstellung〕 
ショーペンハウアー、アルトゥール 2017 『意志と表象としての世界Ⅲ』西尾幹二訳 （中
公クラシックス）東京：中央公論新社〔Schopenhauer, Arthur 1819 
 219  
 




Schumann, Robert Liederalbum für die Jugend op.79 herausgegeben von Hans Joachim 
Köhler. Leipzig : Edition Peters 1989. 
Wagner, Richard Parsifal  herausgegeben von Egon Voss und Marin Geck. London：
Ernst Eulenburg 2006. 
Wagner, Richard Parsifal Klavierauszug herausgegeben von Felix Mottl（1856－1911）. 
Leipzig：Edition Peters1986. 
Wagner, Richard Tristan und Isolde herausgegeben von Egon Voss und Marin Geck. 
London：Ernst Eulenburg 2001. 
Wagner, Richard Tristan und Isolde Klavierauszug herausgegeben von Felix Mottl und 
Gustav F. Kogel. Leipzig：Edition Peters1942. 
Wolf, Hugo Gedichte von Eduard Mörike für eine Singstimme und Klavier 
(Gesamtausgabe) Erstdruck. Wien: EM Wetzler Verlag 1889. 
MS112931-4°/ Österreichische Nationalbibliothek. 
http://digital.onb.ac.at/RepViewer/viewer.faces?doc=DTL_4647774
&order=1&view=SISGLE 
Wolf, Hugo Kleine Chöre vorgeleigt von Prof. Dr. Hans Jancik. (Sämtliche Werke Band 
10) Wien：Musikwissenschaftlicher Verlag 1974. 
Wolf, Hugo Gedichte von Eduard Mörike für eine Singstimme und Klavier vorgelegt von 
Leopold Spitzer. (Sämtliche Werke Band 1 Kritische 
Gesamtausgabe) Wien：Musikwissenschaftlicher Verlag 2010.  
Wolf, Hugo Nachgelassene Lieder für eine Singstimme und Klavier vorgelegt von Prof. 
Dr. Hans Jancik. (Sämtliche Werke Band 7/2) Wien ：
Musikwissenschaftlicher Verlag 1969. 
Wolf, Hugo  Lieder nach Verschiedenen Dichtern vorgelegt von Prof. Dr. Hans Jancik. 
(Sämtliche Werke Band 6 Kritische Gesamtausgabe) Wien ：
Musikwissenschaftlicher Verlag 1981.  
